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　大野市は、四方をぐるりと美しい山々に囲まれ、清らかな
水と空気に恵まれた自然豊かなまちです。人々は、人と人の
つながりや助け合いを大切にする「結の心」と、積極的に新
しい物事に取り組む「進取の気象」の精神で、先人から受け
継いだ歴史や文化、伝統を今日まで伝えてきました。

　今、私たちは、急速に進行する人口減少と少子化・高齢
化、気候変動や多発する自然災害、新型コロナウイルス感染症をはじめとする新たな
脅威など、多くの困難に直面しています。

　一方、現在進められている、中部縦貫自動車道の県内全線開通や北陸新幹線福井・
敦賀開業などの高速交通ネットワークの整備は、大野市にとって絶好の飛躍の機会と
なります。

　このような課題や変化に対応し、今後のまちづくりの目標と方向を示すため、たくさ
んの方々に御参加いただき、議論を重ねながら、皆さまと一緒に手作りでつくりあげた
のが、この第六次大野市総合計画です。

　新しい総合計画では、ＳＤＧｓの考えを取り入れ、１０年後のまちの将来像を「人がつ
ながり地域がつながる　住み続けたい結のまち」と定めました。

　市民や団体、企業の皆さまが身近なところから取り組める「みんなができること」も
新たに設けています。

　さあ、第六次大野市総合計画が動き出します。

　将来像の実現に向け、本計画を力強く推進していきますので、私たち一人一人ができ
ることを考え、実践し、その輪を広げ、一緒に未来の大野市をつくっていきましょう。

　最後に、本計画の策定に際し御尽力をいただきました大野市総合計画審議会と策定
幹事会の委員の皆さま、さまざまな機会を通して貴重な意見や提言をお寄せいただい
た市民の皆さまや関係各位に心より感謝申し上げます。
 
令和３年２月

大野市長

はじめに



　九頭竜川の上流にある大野は、清らかな水と空気に恵まれ、緑豊かな自然にはぐく
まれてきました。
　純朴さの中にも幕末の大野丸に象徴される進取の気象と、雪国特有のねばり強さと
で、今日の繁栄を築いてきました。
　私たちは、美しい自然と輝かしい伝統を受け継ぎ、住みよく生きがいのあるまちづく
りを目指して、市民憲章を定めます。

～ 明倫の心を重んじ 育てよう 大
おお

野
の

人
びと

 ～

　人としての生きる道を明らかにし、進取の気象を育てた明倫の心は、いつの時代にお
いても変わらない大野の学びの原点です。
　私たちは、この心を大切にして、優しく、賢く、たくましい大野人になるため、学び、
育てることに努めていきます。

1 	 みずみずしさあふれるまちに
	 私たちは、美しい自然を守り、豊かな郷土をつくります。

2 	 小さな芽が伸びるまちに
	 私たちは、伝統を受け継ぎ、新しい文化を育てます。

3 	 大きくはばたくまちに
	 私たちは、働くことに喜びを持ち、郷土の発展につとめます。

4 	 あたたかい心のかようまちに
	 私たちは、健康で幸せな家庭をつくり、親切の輪を広げます。

5 	 明るくやすらぎのあるまちに
	 私たちは、まちづくりに進んで参加し、住みよいまちを築きます。

（昭和53年10月告示）

平成21年３月 大野市教育委員会
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第 1章　総合計画の役割

第２章　総合計画の構成と期間

◆市民や各種団体などが主体的にまちづくりに取り組む上での指針

◆大野市の将来を展望し、まちづくりの目標と方向を明示した最上位の計画であ

り、長期的・総合的な市政運営の指針

◆国や県などの各種計画との整合性を図るとともに、相互の連携と調整を図る指針

定　　義 計画期間

【基本構想】
市の将来像や人口の
見通し、まちづくりの
基本目標を設定する
もの

１０年間
令和３年度～１２年度

（2021年度～2030年度）

【基本計画】
基本構想の将来像や
基本目標に沿って施
策の基本的方向を示
すもの

５年間
前期：令和３年度～７年度
（2021～2025年度）
後期：令和８年度～１２年度

（2026年度～2030年度）

総合計画の役割は次のとおりです。

総合計画の構成や計画期間は次のとおりです。

【各個別計画】
　総合計画の施策を推進する事業については、原則
として関連する各個別計画に記載します。各個別計
画の策定や改定は、総合計画と十分な整合性をとっ
て行います。

基本構想

基本計画

各個別計画



第２編
基本構想

第１章

将来像

第２章

将来の見通し

第３章

将来像実現のための基本目標
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1 SDGs: 2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals)」のことです。2030
年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標で、17のゴールと169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人
取り残さない」ことを誓っています。

第 1章　将来像

　第六次大野市総合計画は、令和３年度（２０２１年度）から令和１２年度（２０３０

年度）までの１０年間を期間とした、まちづくりの目標と方向を示した大野市の最上

位計画であり、市民や各種団体などが主体的にまちづくりに取り組む上での指針で

あるとともに、国や県などとの連携を図るための指針でもあります。

　人口減少や少子化、高齢化が急速に進んでいる大野市において、将来にわたって

持続可能なまちづくりを実現するためには、市民や団体、企業、行政がそれぞれの

力を結集し、あらゆる方策に取り組むことが重要です。

　このため、この総合計画では、大野市民憲章と大野市教育理念を恒久的なまちづ

くり、人づくりの理念としながら、令和１２年までに持続可能でよりよい世界を目指

す国際目標であるＳＤＧｓ1の考えを取り入れ、私たちが目指す１０年後のまちの将

来像を次のように定めます。

　「結」という言葉には、昔から、農作業や冠婚葬祭などのさまざまな仕事をお互

いに助け合う習慣の意味があり、今もこの精神が人々に受け継がれています。これ

からも、先人が大切にしてきた「結の心」を持ち続けながら、人と人がつながる、人

と地域がつながる、地域と地域がつながるまちを目指します。

　また、中部縦貫自動車道県内全線開通や北陸新幹線県内延伸などで、人や物の流

れが大きく変化し、中京圏や首都圏などとのつながりが強くなることが期待される

ことから、高速交通体系の大きな変化に対する未来への希望も表しています。

　そして、今後１０年間に人口減少と少子化、高齢化が進む非常に厳しい状況におい

ても、大野市が「ずっと住み続けたい持続可能なまち」であり続けたいという強い

気持ちを込めています。

「人がつながり地域がつながる　住み続けたい結のまち」
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第 2章　将来の見通し
１　人口

　日本の総人口は、平成２０年をピークに減少局面に入っています。国立社会保

障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口（平成２９年推計）」では、今後も人口

は長期的に減少を続け、合計特殊出生率が上がってもその傾向は変わらず、また、

令和１２年までにおいて高齢者の人口は増加する一方、生産年齢人口と年少人口は

減少することが予測されています。

　大野市では、人口減少が全国的な傾向よりも早いペースで進んでおり、国立社会

保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口（平成３０年推計）」によれ

ば、大野市の将来推計人口は、令和１２年には２６，３２３人となり、令和２年に比べ

４，５０６人減少し、特に生産年齢人口（１５歳～６４歳）は約３，１００人減少すると

予測されています。

　今後１０年間で、中部縦貫自動車道県内全線開通や北陸新幹線県内延伸という

高速交通体系の大きな転換期を迎えるに当たり、この変化を大きなチャンスとと

らえ、基本構想の基本目標分野である「こども」「健幸福祉」「地域経済」「くらし

環境」「地域づくり」の五つの分野が連携し施策を展開しながら、大野市人口ビ

ジョンに掲げる目標人口に向け人口減少対策に取り組みます。

（人）
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41,837

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

国勢調査による実績値 国立社会保障・人口問題研究所による推計値

平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年
2,933
4,122
26,818
7,964

■75歳以上
■65～74歳
■15～64歳
■0～14歳

3,460
5,087
25,521
7,001

4,132
5,505
24,085
5,897

5,287
5,128
22,413
5,015

5,946
4,743
20,288
4,314

6,100
5,157
18,065
3,787

6,089
5,433
15,930
3,377

6,518
4,759
14,262
3,029

6,740
4,047
12,824
2,712

6,524
3,511
11,634
2,424

6,102
3,276
10,341
2,174

5,477
3,160
9,177
1,929

41,069
39,619

37,843
35,291

33,109
30,829

28,568
26,323

24,093

21,893
19,743

人口の推移と見通し
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２　土地利用

　大野市の面積は、福井県内最大の８７２．４３㎢です。

　そのうち約８７％を美しく雄大な森林が占め、平地部では整備された豊かな農地

や河川、宅地が広がっています。

　大野市の誇りである地下水の保全にもつながる水源涵養や土壌保全、環境形成

などの多面的機能を持つ森林や農地を、将来に渡って守り続けていくことが重要

です。

　このため、今後１０年間に、中部縦貫自動車道県内全線開通などの社会基盤の整

備に伴い土地の利用にも変化が予測されますが、効率的かつ安全で安心な、自然環

境に配慮した土地利用を図ります。

　その基本方針は、①自然災害に対応する土地利用、②健全な水循環の維持と回復

に向けた土地利用、③自然環境と開発が調和した土地利用の３点とします。
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第 3章　将来像実現のための基本目標
　将来像の実現のために、まちづくりの目標となる基本目標を定めます。

　基本目標に向かって、施策を組み、事業を実施していきます。

６つの基本目標は、それぞれ

独立するものではなく、互い

につながり、関連しあいながら、

将来像の実現を目指します。

地域
づくり

結 こども地域経済

くらし
環境

健幸福祉

行政経営

未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち

健幸で自分らしく暮らせるまち

歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち

結のまちを持続的に支える自治体経営

ひら「こども」
分野

「健幸福祉」
分野

「地域経済」
分野

「くらし環境」
分野

「地域づくり」
分野

「行政経営」
分野



8

第
２
編

基
本
構
想

　子どもは、大野市の宝です。若い世代が大野市で希望を持って結婚や子育てをする

ことができ、大野市の未来を拓
ひら

く大野っ子が、充実した保育・教育環境の中で、ふる

さとへの誇りと愛着を持ち、自分の夢に挑戦する力を育めるよう、社会全体で支えて

いくことが重要です。

　このため、働きながら子育てができる環境や地域で子どもを見守る体制の充実、子

育ての不安や悩みなどに対する相談・支援体制の強化に取り組みます。

　また、教育環境を充実するとともに、時代に沿った新しい教育、自然や地域の特性

を生かした大野市らしい教育にも取り組み、子どもの確かな学力や夢に挑戦する力、

ふるさとを愛する心を育みます。

　さらに、家庭や地域、保育所、認定こども園、学校の連携を強化し、一丸となっ

て、子どもの健やかな成長を支えていきます。

　「健幸2」とは、健やかで幸せな生活のことです。人生100年時代を迎える中、誰も

が健康で生きがいを持ち、住み慣れた地域で自分らしく暮らすことができ、病気や高

齢、障がいなどにより医療や介護の支援が必要になったとしても、安心して暮らすこ

とができる社会づくりが必要です。

　このため、市民が食事や運動などの正しい知識を学び、主体的に健康づくりに取り

組むとともに、生活習慣病やフレイル3の予防を進め、健康寿命4の延伸を図ります。

　また、病気の早期発見・早期治療によって重症化を防ぐ取り組みを進め、誰もが安

心して受診できる地域医療体制の充実を目指します。

　さらに、生活や福祉の課題解決に向けて、誰もがお互いに支えあう地域共生社会5

を目指します。

「こども」分野	 未来を拓
ひら

く大野っ子が健やかに育つまち

「健幸福祉」分野	 健幸で自分らしく暮らせるまち

2 健　　　　幸 :「健康」+「幸福」の造語で、身体面の健康だけでなく、人々が生きがいを感じ、安心安全で豊かな生活を送れる
ことを意味しています。

3 フ レ イ ル : 加齢により心身の活力(筋力、認知機能、社会とのつながりなど)が低下した状態です。
4 健 康 寿 命 : 日常的・継続的な医療・介護に依存しないで、自分の心身で生命維持し、自立した生活ができる生存期間のことで

す。
5 地域共生社会 : 地域の人と人とのつながりや支え合いにおいて、支援の必要な人を含め誰もが役割を持ち、社会保障などの分野の

枠を超えて地域全体が連帯することで、住民の暮らしや地域をともに創っていく社会のことです。厚生労働省では
「「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部」を設置し、地域共生社会の実現を福祉改革の基本コンセプトに位置
付けています。



9

　中部縦貫自動車道の県内全線開通や北陸新幹線の県内延伸、リニア中央新幹線

の整備により、中京圏や首都圏との結び付きがこれまで以上に強くなり、人の交流

や物流の拡大が見込まれるという新たな強みが生まれます。また、日本全体で

Society 5.06の実現に向けた取り組みが進められるなど、大野市を取り巻く環境が

大きく変わろうとしています。これらのチャンスを最大限に生かすことで、持続可能

な経済成長につなげることが必要です。

　このため、市内での経済活動の活性化と市場の拡大を見据え、磨き上げた農林水

産物、商品、観光、サービスなどの大野市ならではの地域資源を売り出していくとと

もに、新たな商品の開発やサービスの創出に取り組みます。

　また、さまざまな産業で、後継者の育成や担い手の確保、次世代技術の導入など

に取り組むとともに、新たな働く場所を創出し、誰もが生き生きと働くことのできる

環境を整備することで、地域を支える産業の振興に取り組みます。

　大野市の豊かな自然環境は、先人から受け継がれてきた何ものにも代えがたい財

産です。美しい山々や河川、田園風景、星空、清らかな地下水は、生活に安らぎと彩

りを与えてくれるものであり、一人一人の力を合わせて守り続けていかなければなり

ません。

　一方、より快適な生活環境の整備も重要であり、自然環境と調和しながら、誰も

が快適に暮らすことのできる持続可能なまちづくりが必要です。

　このため、豊かな自然環境を守る活動やごみの減量化・再資源化、地球環境に関

する教育や啓発などに市民とともに取り組むことにより、環境にやさしい循環型の

まちづくりを進めます。

　また、快適な生活環境の礎となる道路や上下水道などの社会基盤を、自然や景観

に配慮して整備し適切に保全するとともに、社会の変化に対応した身近な移動手段

の確保や雪対策の確立に取り組みます。

「地域経済」分野	 歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

「くらし環境」分野	 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

6 Society5.0: 狩猟社会 (Society1.0)、農耕社会 (Society2.0)、工業社会 (Society3.0)、情報社会 (Society 4.0) に続く、新
たな社会を指すものです。Society5.0 で実現する社会は、IoT(Internet of Things) で全ての人とモノがつなが
り、さまざまな知識や情報が共有され、今までにない新たな価値が生み出されます。また、AI( 人工知能 ) により、
必要な情報が必要な時に提供されるようになり、ロボットや自動走行車などの技術で、少子化・高齢化、地方の
過疎化、貧富の格差などの課題が克服されると言われています。

※IoT:モノのインターネット。さまざまな「モノ(物)」がインターネットに接続され(単につながるだけではなく、
モノがインターネットのようにつながる )、情報交換することにより相互に制御する仕組みです。

※ A I : 言語の理解や推論、問題解決などの知的行動を人間に代わってコンピューターに行わせる技術です。
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　現代の日本社会において、生活様式の変化や情報通信技術の発達により、人間関係

が希薄化している中、大野市では、これまで「結の心」で共に助け合い支え合いなが

ら特色ある地域を守り続けてきました。

　しかしながら、自治会や団体においては、担い手の減少や高齢化により活動力が低

下し、安全で安心な暮らしだけでなく、地域の存続そのものが危ぶまれているところ

もあるため、これまで培ってきた人のつながりを大切にしながら、多様な人材を確保

し、活力のある地域を次世代につなげていくことが必要です。

　このため、地域づくりの拠点となってきた公民館を中心に、地域福祉7はもとよ

り、防災力・防犯力の強化や空き家・空き地の適正な管理と利活用、伝統文化の継承

などを地域における重要課題として位置付け、地域活動の活性化や世代間交流の促進

とともに一体的に取り組みます。

　また、若者の地域活動への参加や自主的な活動を通して、将来を担うリーダーを育

成するとともに、関係人口の創出と拡大や、移住者の受け入れにも積極的に取り組み

ます。

　かつてない人口減少や高齢化の波が押し寄せる中、持続可能なまちづくりを進め、

将来像を実現するためには、行財政の最適化とともに、限られた資源を最大限に生か

して新たな発想の下で挑戦していくことが必要です。また、これまで以上に市民とと

もに、積極的にまちづくりを進めていくことが重要です。

　このため、「経営管理」の観点に立ち、公共施設の再編や長寿命化、次世代技術の

導入などに取り組み、行政の効率化と財政の健全化をさらに推進するとともに、選択

と集中による市民ニーズに応じた事業展開につなげます。

　また、少子化や高齢化による非常に厳しい状況に対応するため、部局横断的な組織

づくりを進めるとともに、時代の変化や市政の課題に的確かつ適切に対処できる職員

の育成に取り組みます。

　さらに、さまざまな媒体を活用した市政情報の発信に加え、広く市民から意見を

聞く場を設けるとともに、若者や女性など幅広い層が市政に参画できる機会を増や

すことで、市民に開かれた市政運営と市民と協働したまちづくりに積極的に取り組

みます。

「地域づくり」分野	 みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち

「行政経営」分野	 結のまちを持続的に支える自治体経営

7 地 域 福 祉 : 地域の住民や関係者が協力し合い、誰もがそれぞれの地域でその人らしく安心して充実した生活が送れるよう、
公的なサービスや住民による自主的な活動などの社会資源を組み合わせながら、地域で安心して暮らしていくた
めの取り組みです。
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第 1章　前期基本計画の推進
１　施策展開の視点

　　前期基本計画においては、次の視点を重視して施策の展開を図ります。

（１）ＳＤＧｓの推進

　大野市では、令和１２年（２０３０年）までの長期的な国際目標として国連で採

択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の推進に取り組んでいます。

　前期基本計画では、計画に掲げる施策とＳＤＧｓの目標を関連付け、市民や団

体、企業、行政など多様な主体が連携して施策を展開することで、ＳＤＧｓを推進

し、将来にわたって持続可能なまちを目指します。

（2）ニューノーマルへの適応とデジタル化の推進

　令和元年に発生し、世界的な大流行となった新型コロナウイルス感染症は、健

康や医療だけでなく、地域の経済や生活にも大きな影響を及ぼし、デジタル化の

遅れなどの課題も明らかにしました。

　新型コロナウイルスとの共存を余儀なくされる「withコロナ」の時代の中で、地

域経済の再構築やデジタル技術活用の加速化、ライフスタイルや価値観の変化な

どに対し、柔軟な対応が求められています。

　前期基本計画の施策を展開するに当たっては、社会と経済の両面において、新

たな常態（ニューノーマル8）への適応とデジタル化の推進を図り、技術革新や新

たな価値の創造などによる強い地域経済の構築に向けた取り組みを強化しま

す。

（3）分野を超えた連携

　基本構想の「こども」「健幸福祉」「地域経済」「くらし環境」「地域づくり」「行

政経営」の６つの分野の基本目標に向けた施策を連携して進めることにより、将

来像「人がつながり地域がつながる　住み続けたい結のまち」の実現に向けた効

果的で効率的な施策展開を図ります。

8 ニューノーマル: 新たな常態・常識、という意味。元々はリーマンショックの際に提唱された考え方ですが、今回の新型コロナ
ウイルスの感染拡大によって、社会全体の構造に変化が起き、元の社会へは戻れないという考えから、新たな
常態であるニューノーマルを構築することが求められています。
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２　計画の推進体制

（1）市民や団体、企業などとの協働

　総合計画の推進に当たっては、計画の趣旨や内容を市民と共有し、市民や団

体、企業、行政など多様な主体が協働して、施策の推進に取り組みます。

（2）施策評価による進捗管理

　毎年度、成果指標の実績や施策

の実施状況を把握し、評価を行うこ

とにより、前期基本計画の着実な推

進を図ります。評価の過程において

は、市民や学識経験者の方などによ

る外部評価を実施し、その意見を踏

まえながら改善や新たな施策の立

案を行い、翌年度の計画推進に向け

た取り組みを打ち出していきます。

第 2章　体　　系
　前期基本計画は、基本構想に掲げる将来像と６つの基本目標を実現するために、

２４の項目別に６８の施策を推進します。

　施策などの一覧を次のページに掲載しています。
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将来像 基本目標 項　　目 目　指　す　姿 施　　　　策

人
が
つ
な
が
り
地
域
が
つ
な
が
る
　
住
み
続
け
た
い
結
の
ま
ち

こども
未来を拓

ひら

く
大野っ子が
健やかに育つまち

1 子育て 安心して結婚・出産・子育てができ、すべての子どもたちが夢
を持って笑顔で健やかに育つまち

  1-1　結婚から子育てまで切れ目のない支援体制を確立します
  1-2　保護者のニーズに応じた子育てサービスを提供します
  1-3　サポートを必要とする子どもと家庭を支援します

2 学び 子どもたちの確かな学力や夢に挑戦する力、ふるさとを愛する
心を育むまち

  2-1　優しく賢くたくましい大野人を育てます
  2-2　児童生徒の教育環境を整えます
  2-3　地域と学校が連携して子どもの育ちを支えます

健幸福祉
健幸で自分らしく
暮らせるまち

3 健康・医療 市民が、自ら健康づくりに取り組み、地域医療体制や感染症対
策が整った環境で、健やかで幸せに暮らすまち

  3-1　赤ちゃんからお年寄りまで、ライフステージに応じた切れ目のない健康づくりを支援します 
  3-2　地域医療体制の充実を図ります
  3-3　感染症などの予防や対策に取り組む体制を整えます

4 地域福祉 市民が、お互いに人格と個性を尊重し、支え合い、助け合い、
住み慣れた地域で安心して暮らすまち

  4-1　地域共生社会の実現に向けて取り組みます
  4-2　高齢者が安心して生きがいを持って暮らせるよう支援します
  4-3　障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援します 

5 スポーツ 市民が、それぞれのライフステージでスポーツを楽しみ、健康の
増進と競技力の向上が図られ、豊かで充実した生活を送るまち

  5-1　スポーツを楽しむ取り組みを推進します
  5-2　競技力の向上を支援します
  5-3　子どものスポーツ活動の充実に取り組みます

地域経済
歴史・風土と
新たな強みを
生かした
活力あるまち

6 農業 次世代技術を生かした農業の普及が進み、多様な担い手によっ
て、活力ある農山村が引き継がれているまち

  6-1　魅力ある農業経営を実現します
  6-2　特色ある越前おおの産農林水産物の生産や販売を振興します
  6-3　多様な人材の活躍による農山村の維持と活性化を目指します
  6-4　農地の適切な管理と有効利用を図ります

7 林業 豊かな森林資源を活用した林業により、資源の循環と森林の多
面的機能が発揮されたまち

  7-1　林産物の生産能力の向上を支援します
  7-2　山林を適切に管理します
  7-3　林業従事者の確保と育成に取り組みます

8 商工業 人の交流や物流が拡大し、多くの店舗や企業が活気に満ちたまち   8-1　事業者の経営課題に対し総合的に支援します
  8-2　まちなかのにぎわいを創出します

9 観光業 県内外や国外から多くの観光客が訪れ、にぎわい、経済活力に
あふれるまち

  9-1　魅力ある地域資源を磨き上げ、観光資源として活用します
  9-2　観光客の来訪を増やし満足度を高める取り組みを推進します
  9-3　観光営業活動の強化と情報発信を充実します

10 働く環境 新たな魅力ある企業の立地や市内企業の働きやすい環境整備に
より、若者や子育て世代をはじめ、市民が生き生きと働くまち

10-1　企業の魅力や生産性、労働環境の向上と、多様な人材の就労を支援します
10-2　企業誘致を進めるとともに新たな産業を育成します

くらし環境
豊かな自然の中で
快適に暮らせる
まち

11 自然環境・ごみ 市民が誇る豊かで美しい自然環境が維持され、循環型社会が形
成されたまち　

11-1　脱炭素社会の実現に向けて取り組みます
11-2　環境の美化と環境教育を推進します
11-3　ごみの減量化と資源化を推進します

12 水環境 恵まれた水環境や地域固有の水文化が継承され、人と水との豊
かなかかわりが実現されたまち

12-1　流域マネジメントを推進します
12-2　水循環に関わる人材の育成と水文化の継承を推進します
12-3　気候変動や地下水障害への対応に取り組みます
12-4　河川や地下水の水質保全に取り組みます

13 生活環境 大野らしい景観が守られ、快適に暮らすことができる生活環境
が整ったまち

13-1　景観に配慮したまちをつくります
13-2　安全で快適な住宅環境を整備します
13-3　上下水道基盤を整備し適切な維持管理を行います

14 消防・減災 災害に強い強靭なまちづくりが進み、緊急時の情報伝達や消
防・救急の体制が充実したまち

14-1　災害に備えた体制を整備します
14-2　消防・救急体制を強化します

15 道路
生活や産業の基盤となる安全な道路と広域ネットワークが整備
され、通勤圏や市場が拡大し、交流人口の増加によりにぎわう
まち

15-1　幹線道路などの整備を促進します
15-2　雪や災害に強い生活道路を整備、維持します
15-3　健康づくりや低炭素社会の実現などに向けて取り組みます

16 公共交通 誰もが利用しやすい公共交通網が整備されたまち
16-1　公共交通の維持とまちづくりへの活用を推進します
16-2　北陸新幹線福井・敦賀開業や中部縦貫自動車道県内全線開通、
　　　　人口減少社会を見据え、地域交通のあり方を検討します

地域づくり
みんなでつながり
地域が生き生きと
輝くまち

17 ひと・地域 市民が、生涯にわたって主体的に学び、地域づくりに積極的に
取り組むまち

17-1　地域を担う人づくりや生涯学習を推進します
17-2　地域での交流を深め、支え合いを広げます
17-3　地域住民が利用しやすい活動拠点をつくります

18 防災力・防犯力 地域の防災力・防犯力が高まり、災害や事故に備えた体制が
整ったまち

18-1　地域における防災力の充実と強化を図ります
18-2　犯罪や事故を防止します
18-3　空き家などの対策を推進します

19 文化芸術 市民が文化や芸術に親しみ、文化財や伝統文化が継承され、
郷土の歴史や文化の魅力が発信されているまち

19-1　文化芸術の振興と継承を推進します
19-2　文化遺産・自然遺産を保護し活用します
19-3　郷土の歴史や文化の魅力を発信します

20 移住定住 「大野に住みたい、住み続けたい」という人が増え、移住者を
受け入れる環境が整ったまち

20-1　住まいや仕事の確保を支援します
20-2　地域での受け入れ環境を整えます
20-3　大野の魅力を伝えます

行政経営
結のまちを
持続的に支える
自治体経営

21 情報共有 市内外に大野の魅力が発信され、市民に行政情報が正確に伝わ
り理解され、市民の意見が市政に生かされているまち

21-1　情報発信や情報提供の充実を図ります
21-2　施策などの情報を市民と共有し、市民の意見を市政へ反映します

22 協働・連携
自治会や団体、学校、企業、行政など、さまざまな活動主体
が、お互いの立場と役割を理解し、協働・連携してまちづくり
に取り組むまち

22-1　市民協働のまちづくりを進めます
22-2　他の自治体などとの協働や連携によるまちづくりを進めます

23 市民サービス デジタル化が進む中、誰もが利用しやすい市民サービスが提供
されているまち

23-1　申請などの手続きのオンライン化を推進します
23-2　分かりやすく丁寧な市民サービスを提供します

24 行財政 計画的で効率的な財政運営と、市民の期待に応えられる人材と
組織により、安定した自治体経営が堅持されているまち

24-1　持続可能な財政運営を行います
24-2　次世代を見据えた「シゴト改革」に取り組みます
24-3　人材育成と組織の整備を進めます
24-4　市有財産を適正に管理し、効果的で効率的な活用を図ります

施 策
展 開

■
分
野
を
超
え
た
連
携

■
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ
の
適
応
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
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１　第六次大野市総合計画前期基本計画の24項目とＳＤＧｓの17ゴールの関係

目　標 項　　目

こ
ど
も

1 子育て ● ● ● ● ● ● ● ●
2 学び ● ● ● ●����

健
幸
福
祉

�3 健康・医療 ● ● ●
�������4 地域福祉 ● ● ● ● ●
�������5 スポーツ ● ● ●�����

地
域
経
済

�6 農業 ● ● ● ● ●
��������7 林業 ● ● ● ●
����������8 商工業 ● ● ●
����������9 観光業 ● ● ●
10 働く環境 ● ● ● ●��������

く
ら
し
環
境

�11 自然環境・ごみ ● ● ● ● ● ● ●
���12 水環境 ● ● ● ● ●
13 生活環境 ● ● ● ●
����14 消防・減災 ● ● ●
�������15 道路 ● ● ● ● ●
�������16 公共交通 ●���������

地
域
づ
く
り

�17 ひと・地域 ● ● ● ● ●
�����18 防災力・防犯力 ● ● ●
19 文化芸術 ● ●
����������20 移住定住 ● ●

行
政
経
営

21 情報共有 ● ●
����������22 協働・連携 ● ● ● ●
23 市民サービス ● ●
����������24 行財政 ● ●

第３章　持続可能な開発目標（SDGs）との関係
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地域での交流と支え合い、伝統文化の継承、
定住の促進、市民協働のまちづくり、他自治体
や大学、高校、企業等の連携によるまちづくり

17

いじめや虐待の防止、犯罪や事故の
防止、市民との情報共有の推進、誰も
が利用しやすい市民サービスの提供

16

誰もが働きやすい環境整備、生活困窮者等への
支援、支え合いの地域づくり、人権意識の醸成10

地域産業の振興、コンパクト・プラス・ネット
ワークのまちづくり、 幹線道路の整備促進9

子育てにかかる経済的負担の軽減、気軽に
相談できる窓口の充実、地域で支える体制づ
くり、誰もが働きやすい職場環境づくり

1

多様な人材への就労支援、地域産業の振興、
働く環境の改善、大学や民間企業との連携に
よる地域経済の活性化

8

サポートが必要な子どもへの支援、
栄養改善支援、生活困窮者等への
支援、持続可能な農業基盤の整備

2

再生可能エネルギー活用の促進、
地球温暖化ストップ運動の普及啓
発、光害防止の取り組み

7

子どもの見守り、ライフステージに応
じた切れ目ない健康づくり支援、地
域医療体制の充実、生活困窮者や障
がい者への支援、生涯スポーツ推進

3

環境教育や環境美化活動の推進、
水文化の継承、上下水道等の整備と
適正維持、水を活用した地域振興

6

男女共同参画社会の推進、人権
を尊重する人づくり、市政や地域
づくりへの多様な層の参画支援

5

質の高い保育・幼児教育の提供、学
校教育の推進、スポーツ活動の充実
支援、環境教育の推進、水循環研究
の深化、ふるさと教育の推進、生涯
学習や文化芸術の振興、人権教育

4

農山村の維持と活性化、協働の森
づくり、環境美化活動や環境教育の
推進、健全な水循環への取り組み

15

快適で安全な住宅や道路環境の
整備、災害に備えた基盤整備、
公共交通の活用・維持、支え合
いの地域づくり、歴史・文化の継
承、定住促進、市民協働のまちづ
くり、効率的な自治体経営

11

ごみの減量と資源化、不法投
棄対策、河川や地下水の水
質保全、公共下水道の整備

14

地産地消の推進、資源の
活用、環境教育、廃棄物
の削減と資源化の推進

12

地球温暖化ストップ運動の普
及啓発、気候変動への適応
策の検討、災害に強い強靭な
まちづくり、防災体制の強化

13

２　ＳＤＧｓの17ゴールから見た前期基本計画の主な取り組み
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基本目標 1  「こども」分野 未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち

1
こ
ど
も

　
　

目指す姿

1　子育て

9 婚 姻 率 : 人口1,000人に対する婚姻件数の割合のことです。
10医療的ケア児 : 日常的に人工呼吸器や胃ろうなどを使用し、たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアを必要とする子どものこと

です。
11要 保護児童 : 保護者のない児童または保護者に監護させることが不適当であると認められる児童のことです。

現　状

▶	 結婚から妊娠期、乳幼児期、学童期まで、それぞれの過程において切れ目のない支援を行
い、子育て世代が安心して育児や教育ができる環境の整備に取り組んでいます。

▶	 大野市の婚姻率9は全国や福井県全体と比べて低い状況にあり、平均初婚年齢は年々高く
なっています。

▶	 20歳代後半から30歳代の女性の人口が減少しており、平成21年以降、220人前後で推移
していた出生数は平成29年以降、200人を下回っています。

▶	 核家族化や地域のつながりの希薄化、雇用環境の変化、子育てにかかる費用の増加など、
子どもや子育てを取り巻く環境が厳しくなっています。

▶	 発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児10、要保護児童11、ひとり親家庭など、支援
が必要な子どもや家庭を専門的、総合的に支援しています。

課　題

▶	 将来の結婚や子育てに希望が持てるよう、働きながら子育てがしやすい環境づくりを進め
る必要があります。

▶	 安心して妊娠や出産ができる環境を整えるとともに、母親が子育てに不安や孤立感を持た
ないよう、妊娠期から切れ目のない相談支援や情報提供などを継続して行う必要がありま
す。

▶	 子どもを取り巻く社会環境の変化などにより、保護者の多様なニーズに対応できる子育て
サービスを提供する必要があります。

▶	 いつでも気軽に子育ての相談ができる場の充実や仕組みを作る必要があります。
▶	 地域ぐるみで子育てを応援する意識の醸成や自主的な取り組みに対する支援が必要です。
▶	 発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児への支援、要保護児童への対応、ひとり親家
庭への自立支援を強化する必要があります。

施　策

１　結婚から子育てまで切れ目のない支援体制を確立します
①将来の結婚や子育てに希望が持てるよう、関係機関が連携して、若い世代の結婚への応
援や、働きながら子育てがしやすい環境づくりを進めます。〔10：働く環境１−③に再
掲〕　

②子どもの見守りや預かりなど、地域ぐるみの子育てを支援します。
③妊娠中の不安や産後うつなどにより母親が孤立することがないよう、きめ細かな相談支
援や情報提供、保健指導などを行います。

２　保護者のニーズに応じた子育てサービスを提供します
①子どもの人権を尊重した質の高い保育・幼児教育を提供するとともに、保育士や保育教
諭などのさらなる資質と専門性の向上を図ります。

②保護者の多様なニーズに対応するため、延長保育や一時預かりなどの特別保育を実施しま
す。

③在宅での子育て家庭に対し、関係機関が連携して子育てサービスを提供します。
④子育てにかかる経済的な負担を軽減する取り組みや子育て情報の発信など、保護者の
ニーズに沿ったサービスを充実します。

⑤放課後児童クラブや放課後子ども教室など、子どもたちの放課後の居場所を確保しま
す。〔２：学び３−②に再掲〕

３　サポートを必要とする子どもと家庭を支援します
①発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児、要保護児童、ひとり親家庭などに対し、
関係機関が連携して専門的な支援を提供します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①楽しく食事をしたり、子どもの話をよく聞いたりして、家族団らんの時間を持ちます。
②子育て中の親や子どもが地域から孤立することのないよう、温かく見守り、交流します。
③不妊治療中や妊娠中、子育て中の人が柔軟に働けるよう応援します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

出生率 人口1,000人に対する出生数の割合 4.9 5.2 ‰
パーミル

地域の子育て支援拠点と
なる施設の延べ利用者数

地域子育て支援センター、ちっく・たっく、
園開放の延べ利用者数 25,835 22,820 人

関連する個別計画

・教育に関する大綱
・大野市子ども・子育て支援事業計画
・大野市障がい児福祉計画

安心して結婚・出産・子育てができ、
すべての子どもたちが夢を持って笑顔で健やかに育つまち
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基本目標 1  「こども」分野 未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち

1
こ
ど
も

　
　

目指す姿

1　子育て

9 婚 姻 率 : 人口1,000人に対する婚姻件数の割合のことです。
10医療的ケア児 : 日常的に人工呼吸器や胃ろうなどを使用し、たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアを必要とする子どものこと

です。
11要 保護児童 : 保護者のない児童または保護者に監護させることが不適当であると認められる児童のことです。

現　状

▶	 結婚から妊娠期、乳幼児期、学童期まで、それぞれの過程において切れ目のない支援を行
い、子育て世代が安心して育児や教育ができる環境の整備に取り組んでいます。

▶	 大野市の婚姻率9は全国や福井県全体と比べて低い状況にあり、平均初婚年齢は年々高く
なっています。

▶	 20歳代後半から30歳代の女性の人口が減少しており、平成21年以降、220人前後で推移
していた出生数は平成29年以降、200人を下回っています。

▶	 核家族化や地域のつながりの希薄化、雇用環境の変化、子育てにかかる費用の増加など、
子どもや子育てを取り巻く環境が厳しくなっています。

▶	 発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児10、要保護児童11、ひとり親家庭など、支援
が必要な子どもや家庭を専門的、総合的に支援しています。

課　題

▶	 将来の結婚や子育てに希望が持てるよう、働きながら子育てがしやすい環境づくりを進め
る必要があります。

▶	 安心して妊娠や出産ができる環境を整えるとともに、母親が子育てに不安や孤立感を持た
ないよう、妊娠期から切れ目のない相談支援や情報提供などを継続して行う必要がありま
す。

▶	 子どもを取り巻く社会環境の変化などにより、保護者の多様なニーズに対応できる子育て
サービスを提供する必要があります。

▶	 いつでも気軽に子育ての相談ができる場の充実や仕組みを作る必要があります。
▶	 地域ぐるみで子育てを応援する意識の醸成や自主的な取り組みに対する支援が必要です。
▶	 発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児への支援、要保護児童への対応、ひとり親家
庭への自立支援を強化する必要があります。

施　策

１　結婚から子育てまで切れ目のない支援体制を確立します
①将来の結婚や子育てに希望が持てるよう、関係機関が連携して、若い世代の結婚への応
援や、働きながら子育てがしやすい環境づくりを進めます。〔10：働く環境１−③に再
掲〕　

②子どもの見守りや預かりなど、地域ぐるみの子育てを支援します。
③妊娠中の不安や産後うつなどにより母親が孤立することがないよう、きめ細かな相談支
援や情報提供、保健指導などを行います。

２　保護者のニーズに応じた子育てサービスを提供します
①子どもの人権を尊重した質の高い保育・幼児教育を提供するとともに、保育士や保育教
諭などのさらなる資質と専門性の向上を図ります。

②保護者の多様なニーズに対応するため、延長保育や一時預かりなどの特別保育を実施しま
す。

③在宅での子育て家庭に対し、関係機関が連携して子育てサービスを提供します。
④子育てにかかる経済的な負担を軽減する取り組みや子育て情報の発信など、保護者の
ニーズに沿ったサービスを充実します。

⑤放課後児童クラブや放課後子ども教室など、子どもたちの放課後の居場所を確保しま
す。〔２：学び３−②に再掲〕

３　サポートを必要とする子どもと家庭を支援します
①発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児、要保護児童、ひとり親家庭などに対し、
関係機関が連携して専門的な支援を提供します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①楽しく食事をしたり、子どもの話をよく聞いたりして、家族団らんの時間を持ちます。
②子育て中の親や子どもが地域から孤立することのないよう、温かく見守り、交流します。
③不妊治療中や妊娠中、子育て中の人が柔軟に働けるよう応援します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

出生率 人口1,000人に対する出生数の割合 4.9 5.2 ‰
パーミル

地域の子育て支援拠点と
なる施設の延べ利用者数

地域子育て支援センター、ちっく・たっく、
園開放の延べ利用者数 25,835 22,820 人

関連する個別計画

・教育に関する大綱
・大野市子ども・子育て支援事業計画
・大野市障がい児福祉計画

安心して結婚・出産・子育てができ、
すべての子どもたちが夢を持って笑顔で健やかに育つまち第
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第 4章　基本目標分野別前期基本計画

項目

基本計画は、項目
ごとに整理してい
ます。

目指す姿

計画に掲げる取り
組みを進めること
で目指す、将来の
大野市の姿を示し
ています。

施策

目指す姿や現状、課
題を踏まえ、計画期
間中の５年間に、何
に取り組んでいくの
かの方針（施策）を
示しています。

みんなができること

目指す姿に向かって、
市民や団体、企業が
できることを掲載し
ています。

成果指標

施策の成果を測るため
の指標として、目標や数
値を掲載しています。

関連する個別計画

具体的な事業や取り組
みは、関連する個別計
画に記載されます。

現状

項目分野における
現状をまとめたも
のです。

課題

項目分野における
課題をまとめたも
のです。

各ページの構成
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未来を拓く大野っ子が

健やかに育つまち

「こども」分野

基本目標

1

ひら
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基本目標 1  「こども」分野 未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち

目指す姿

1　子育て

9 婚 姻 率 : 人口1,000人に対する婚姻件数の割合のことです。
10医療的ケア児 : 日常的に人工呼吸器や胃ろうなどを使用し、たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアを必要とする子どものこと

です。
11要 保 護 児 童 : 保護者のない児童または保護者に監護させることが不適当であると認められる児童のことです。

現　状

▶	 結婚から妊娠期、乳幼児期、学童期まで、それぞれの過程において切れ目のない支援を行
い、子育て世代が安心して育児や教育ができる環境の整備に取り組んでいます。

▶	 大野市の婚姻率9は全国や福井県全体と比べて低い状況にあり、平均初婚年齢は年々高く
なっています。

▶	 20歳代後半から30歳代の女性の人口が減少しており、平成21年以降、220人前後で推移
していた出生数は平成29年以降、200人を下回っています。

▶	 核家族化や地域のつながりの希薄化、雇用環境の変化、子育てにかかる費用の増加など、
子どもや子育てを取り巻く環境が厳しくなっています。

▶	 発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児10、要保護児童11、ひとり親家庭など、支援
が必要な子どもや家庭を専門的、総合的に支援しています。

課　題

▶	 将来の結婚や子育てに希望が持てるよう、働きながら子育てがしやすい環境づくりを進め
る必要があります。

▶	 安心して妊娠や出産ができる環境を整えるとともに、母親が子育てに不安や孤立感を持た
ないよう、妊娠期から切れ目のない相談支援や情報提供などを継続して行う必要がありま
す。

▶	 子どもを取り巻く社会環境の変化などにより、保護者の多様なニーズに対応できる子育て
サービスを提供する必要があります。

▶	 いつでも気軽に子育ての相談ができる場の充実や仕組みを作る必要があります。
▶	 地域ぐるみで子育てを応援する意識の醸成や自主的な取り組みに対する支援が必要です。
▶	 発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児への支援、要保護児童への対応、ひとり親家
庭への自立支援を強化する必要があります。

安心して結婚・出産・子育てができ、
すべての子どもたちが夢を持って笑顔で健やかに育つまち
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施　策

１　結婚から子育てまで切れ目のない支援体制を確立します
①将来の結婚や子育てに希望が持てるよう、関係機関が連携して、若い世代の結婚への応
援や、働きながら子育てがしやすい環境づくりを進めます。〔10：働く環境１−③に再
掲〕　

②子どもの見守りや預かりなど、地域ぐるみの子育てを支援します。
③妊娠中の不安や産後うつなどにより母親が孤立することがないよう、きめ細かな相談支
援や情報提供、保健指導などを行います。

２　保護者のニーズに応じた子育てサービスを提供します
①子どもの人権を尊重した質の高い保育・幼児教育を提供するとともに、保育士や保育教
諭などのさらなる資質と専門性の向上を図ります。

②保護者の多様なニーズに対応するため、延長保育や一時預かりなどの特別保育を実施しま
す。

③在宅での子育て家庭に対し、関係機関が連携して子育てサービスを提供します。
④子育てにかかる経済的な負担を軽減する取り組みや子育て情報の発信など、保護者の
ニーズに沿ったサービスを充実します。

⑤放課後児童クラブや放課後子ども教室など、子どもたちの放課後の居場所を確保しま
す。〔２：学び３−②に再掲〕

３　サポートを必要とする子どもと家庭を支援します
①発達に気がかりのある子どもや医療的ケア児、要保護児童、ひとり親家庭などに対し、
関係機関が連携して専門的な支援を提供します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①楽しく食事をしたり、子どもの話をよく聞いたりして、家族団らんの時間を持ちます。
②子育て中の親や子どもが地域から孤立することのないよう、温かく見守り、交流します。
③不妊治療中や妊娠中、子育て中の人が柔軟に働けるよう応援します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

出生率 人口1,000人に対する出生数の割合 4.9 5.2 ‰
パーミル

地域の子育て支援拠点と
なる施設の延べ利用者数

地域子育て支援センター、ちっく・たっく、
園開放の延べ利用者数 25,835 22,820 人

関連する個別計画

・教育に関する大綱
・大野市子ども・子育て支援事業計画
・大野市障がい児福祉計画
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基本目標 1  「こども」分野 未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち

目指す姿
子どもたちの確かな学力や夢に挑戦する力、
ふるさとを愛する心を育むまち

2　学び

12   国際理解教育推進員 : 小学校外国語の時間に担任教諭とともに授業を行い、市の国際交流支援も行っています。
13 Ｉ Ｃ Ｔ : Information  and Communication Technology（情報通信技術）の略で、情報技術を活用したコミュニ

ケーションのことです。

現　状

▶	 大野の人や歴史、文化、伝統、産業などを学ぶ教育を進めていることにより、子どもたち
のふるさとへの誇りと愛着が育っています。

▶	 「全国学力・学習状況調査」の平均正答率は、小中学生ともに、すべての教科で全国平均
を上回り、県平均の水準を維持しています。

▶	 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」では、小中学生ともに全国平均を上回る結果と
なっています。

▶	 国際理解教育推進員12（ＡＬＴ）の配置やＩＣＴ13環境の整備により、国際化や情報化社
会に対応できる人づくりを進めています。

▶	 子どもたちの学校生活を支援する支援員や相談員の配置、問題を抱えた子どもたちを支援
する専門職員の配置、いじめ防止対策の強化などにより、安心して通うことができる学校
づくりに取り組んでいます。

▶	 第三次大野市子ども読書活動推進計画に基づき、図書館の蔵書の充実を図るとともに、読
み聞かせなどを行い、子どもたちの年齢に応じた図書の提供と読み聞かせボランティアな
どへの研修を行っています。

▶	 児童生徒数が減少する中においても、小中学校における教育環境の向上を図るため、大野
市小中学校再編計画（案）の策定に向けた検討を進めています。

▶	 小中学校の校舎や体育館、設備などの経年劣化が進んでいます。
▶	 携帯端末の普及により、人間関係の希薄化や心身の健康への影響、インターネットを悪用
した犯罪の発生など、青少年を取り巻く環境が大きく変化しています。

▶	 放課後児童クラブや放課後子ども教室では、児童の安全な居場所を確保し、勉強やスポー
ツ、文化活動、地域住民との交流活動を行っています。
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課　題

▶	 自ら課題を発見し解決する探求的な学習を推進し、ふるさと大野の未来を創造する力と、
自己の生き方について考える力を育てる必要があります。

▶	 地域に根差した伝統や文化の継承と地域ぐるみの交流を進め、子どもたちのふるさとを思
う心や人を思いやる心を引き続き育てる必要があります。

▶	 「全国学力・学習状況調査」では、小中学生ともに県平均レベルの学力を維持しています
が、確かな学力の定着とさらなる向上が必要です。

▶	 複数の情報から必要なものを取り出して説明したり、根拠を明確にして理由を記述したり
する力をつける必要があります。

▶	 家庭環境などを要因とした問題を抱える子どもが増加しており、学校内外における子ども
たちへの支援が必要です。

▶	 保幼小、小中、中高のそれぞれの連携は進んでいますが、さらに充実させる必要がありま
す。

▶	 図書館と学校が連携し、子どもたちに質の高い図書の提供を行うとともに、家庭での読書
の習慣化を促していく必要があります。

▶	 児童生徒の教育環境の向上を図るため、一定規模の学習集団が必要であることについて、
保護者をはじめとした市民の理解を深めることが必要です。

▶	 小中学校の施設の老朽化に対し、適切に対応する必要があります。
▶	 家庭や地域、学校の連携による地域に根差した開かれた学校づくりを、継続して実施する
必要があります。

▶	 インターネットを悪用した犯罪をはじめ、さまざまな犯罪やトラブルに巻き込まれないよ
う、青少年健全育成の環境を整備する必要があります。

▶	 「地域の子どもは地域で育てる」との意識の下、放課後子ども教室に安全管理員を適切に
配置し、子どもたちの安全で安心な遊び場や居場所を確保していく必要があります。
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基本目標 1  「こども」分野 未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち

施　策

１　優しく賢くたくましい大野人を育てます
①ふるさと大野の未来を創造する力と、自己の生き方について考える力を育てるために、
さまざまな学習や体験を充実します。

②確かな学力を身につけるため、国や県、市の学力調査を活用した授業改善を行います。
③情報活用能力や論理的思考力を育成するために、タブレット端末などのＩＣＴ機器を効
果的に活用します。

④安心して通える魅力ある学校をつくるために、いじめや不登校への対策を充実するとと
もに、障がいや多様性を個性として受け入れる教育を推進します。

⑤発達に気がかりのある子どもや障がいのある子ども、要保護児童、ひとり親家庭などに
対し、関係機関が連携して専門的な支援を提供します。

⑥家庭や学校、地域が一体となって、青少年の安全確保と健全育成を行うための環境づく
りを促進します。

⑦親が子育てについて考え、学ぶことのできる機会をつくるとともに、親子が一緒に取り
組み、親子の絆を深めることができる活動を実施します。

⑧子どもたちに読書の楽しさを伝えるとともに読書の習慣化を促すため、図書館と学校と
の連携を進め、学校や認定こども園などへの図書館司書や読み聞かせボランティアの派
遣を行います。

２　児童生徒の教育環境を整えます
①未就学時から高等学校までをつなぐ教育の仕組みづくりに取り組みます。
②一定規模の学習集団による教育を実現するため、小中学校の再編を進めます。

３　地域と学校が連携して子どもの育ちを支えます
①家庭や地域、学校、公民館の連携により、子どもたちの豊かな成長を支える「コミュニ
ティ・スクール14」を推進します。

②放課後児童クラブや放課後子ども教室など、子どもたちの放課後の居場所を確保しま
す。（再掲）[1：子育て2−⑤]

③地域による登下校の見守り活動を行うとともに、地域ならではの行事への参加や自然と
の触れ合いなど、子どもたちの人や自然と関わるさまざまな機会をつくります。[17：ひ
と・地域2−②に再掲]

④地域の伝統行事や伝統芸能、伝統料理などを子どもたちに伝える活動を推進します。
[19：文化芸術1−④に再掲]

14 コミュニティ・スクール : 学校と保護者、地域住民がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働し
ながら子どもたちの豊かな成長を支え、地域とともにある学校づくりを進める仕組みのことです。
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みんな（市民・団体・企業）ができること

①大人が率先して笑顔であいさつや声掛けを行い、思いやりのある行動をします。
②読書やスポーツ、文化芸術などさまざまな活動を子どもと一緒に行い、共に学び続けま
す。

③子どもが犯罪や事故に巻き込まれないよう、登下校の見守りをします。
④学校の行事や校外学習、職場体験、ＰＴＡ活動などに協力します。
⑤子どもや子育て家庭への声掛けなどを行い、地域の子どもを地域全体で見守り、育てま
す。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

「学校が楽しい」と回答
する児童生徒の割合

児童生徒アンケートで「学校が楽しい」
と回答する児童生徒の割合

小94.0
中89.0

小95.5
中91.5 ％

子どもの生涯学習事業参
加回数

18歳以下の子ども１人当たりの年間
生涯学習事業参加回数（生涯学習セン
ター、公民館、図書館主催）

1.41 1.45 回

関連する個別計画

・教育に関する大綱
・大野市小中学校再編計画
・大野市子ども・子育て支援事業計画
・結の故郷ふるさと教育推進計画
・大野市子ども読書活動推進計画
・大野市障がい児福祉計画
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健幸で自分らしく

暮らせるまち

「健幸福祉」分野

基本目標

2
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基本目標 2  「健幸福祉」分野 健幸で自分らしく暮らせるまち

目指す姿

3　健康・医療

市民が、自ら健康づくりに取り組み、地域医療体制や感
染症対策が整った環境で、健やかで幸せに暮らすまち

15悪 性 新 生 物 : 悪性腫瘍のことで、細胞が何らかの原因で変異して増殖を続け、周囲の正常な組織を破壊する腫瘍です。がんや
肉腫などがこれに入ります。

16特 定 健 診 : 日本人の死亡原因の約６割を占める生活習慣病の予防のために、40歳から74歳までの方を対象に行う、メタボ
リックシンドロームに着目した健診です。

17特定保健指導 : 特定健診の結果から、生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による生活習慣病の予防効果が多く期待
できる方に対して、専門スタッフ（保健師、管理栄養士など）が生活習慣を見直すサポートをします。

現　状

▶	 高齢化や医療の高度化により、１人当たりの医療費は高い水準で推移しています。
▶	 循環器系の疾患や悪性新生物15など、生活習慣病に起因する疾患の増加に対応するため、
病気の早期発見や早期治療のために特定健診16やがん検診、特定保健指導17を実施すると
ともに、効果的な受診勧奨に取り組んでいます。

▶	 住み慣れた地域で健やかで心豊かな生活を送るため、自身の健康に関心や目標を持ち、健
康づくりに取り組む市民が増えるよう、健康のまちづくりに取り組んでいます。

▶	 新型コロナウイルス感染症について、ワクチンや治療薬の開発、検査体制の整備が進めら
れており、大野市においても感染拡大を防止するため、市民への「新しい生活様式」の周
知や感染症に関する迅速な情報提供を行っています。

課　題

▶	 	市民一人一人が、自分自身の健康状態を把握し、日頃から楽しみながら健康づくりに取り
組むことができる環境づくりが重要であり、ライフステージに応じた切れ目のない健康づ
くりを支援していく必要があります。　

▶	 高齢者の心身の多様な課題に対し、きめ細かな支援を実施するため、高齢者の保健事業と
介護予防を一体的に実施する必要があります。

▶	 かかりつけ医の普及啓発と、県や医療機関などと連携した地域医療体制の充実を図る必要
があります。

▶	 特定健診やがん検診の受診率、特定保健指導の実施率の向上を図る必要があります。
▶	 国や県などが実施する感染症対策に協力し、市ホームページやＳＮＳなどを活用した市民
への正確で迅速な情報提供や周知啓発を行う必要があります。

▶	 新型コロナウイルス感染症など、新たな感染症の予防に対する意識を高め、感染予防対策
が自然に実践できるよう周知啓発を図る必要があります。
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18国保データベースシステム : 市町村の地域づくり、国保・介護保険の安定的運営を目指した保健事業を推進するため、国保連合
会が保険者に提供しているデータ分析システムです。

19フ レ イ ル : 加齢により心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）が低下した状態です。

施　策

１　赤ちゃんからお年寄りまで、ライフステージに応じた切れ目のない健康づくりを支援し
ます
①自主的に健康づくりに取り組むきっかけづくりと機運醸成のため、ヘルスウオーキング
プログラムや健康食守フェスタの実施、ラジオ体操の普及啓発などを行います。

②スポーツ教室の開催などを通して、市民のライフステージごとの興味や関心、目的に応
じた運動やスポーツの機会を提供し、市民の健康づくりを推進します。［5：スポーツ1
−②に再掲］

③高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施するため、国保データベースシステム18を活
用した課題分析を行い、ハイリスク高齢者の個別支援やかかりつけ医と地域の医療関係
団体との連携による地域医療の体制づくりを進めます。

④フレイル19予防のため、普及啓発の担い手となる市民ボランティア（フレイルサポー
ター）の養成や、地区サロンや公民館などでのフレイル予防啓発活動など、楽しく運動
を継続できる健康教育などを行います。

⑤内臓脂肪型肥満（メタボリックシンドローム）の該当者と予備群を減らすため、特定健
診を実施するとともに、生活習慣の改善を促す特定保健指導の実施と、医療機関と連携
した糖尿病性腎症などの重症化予防を進めます。

２　地域医療体制の充実を図ります
①在宅医療サービスの内容や利用方法などについて情報提供を図り、在宅医療を必要とす
る人がサービスを受けられるよう、医療機関と連携して環境を整えます。

②休日急患診療所を安定的に運営するとともに、二次救急医療体制として病院群輪番制や
小児救急医療支援の活用を図り、安定的な救急医療体制を確保します。

③身近にある地域の医療機関と市外の中核的な医療機関がそれぞれの役割や機能を分担
し、お互いに連携しながらより良い医療を提供する「病診連携」について周知し、かか
りつけ医の普及に取り組みます。

３　感染症などの予防や対策に取り組む体制を整えます
①新型コロナウイルス感染症などの新たな感染症が発生した場合においても迅速な対策が
とれるよう、県や（一社）大野市医師会などとの連携を強化します。

②市民に対する新型コロナウイルス感染症などの予防接種が必要に応じてできるよう、接
種体制の整備を進めます。

③あらゆる媒体を活用し、市民に迅速な情報提供や周知啓発を行います。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①ラジオ体操やウォーキングなど手軽な運動に取り組みます。
②塩分控え目や野菜をたっぷり摂るなど、正しい食生活を心がけます。
③感染症対策に気を配った「新しい生活様式」を実践します。
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基本目標 2  「健幸福祉」分野 健幸で自分らしく暮らせるまち

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

特定健康診査対象者に対する
受診者の割合

国民健康保険加入者で40～74歳の
特定健康診査受診率 44.1 60.0 ％

特定保健指導対象者に対する
指導修了者の割合

メタボリックシンドロームの該当者・
予備群の人に対する保健指導実施率 29.8 60.0 ％

関連する個別計画

・越前おおの健康づくり計画
・大野市国民健康保険特定健康診査等実施計画
・越前おおの食育推進計画
・大野市新型インフルエンザ等対策行動計画
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前
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画

基本目標 2  「健幸福祉」分野 健幸で自分らしく暮らせるまち

目指す姿

4　地域福祉

20成年後見制度 : 判断能力が十分でない成年者（知的障がい、精神障がい、認知症など）が、財産管理（資産や年金、貯金などの
管理）や身上監護（契約締結・費用支払い、施設や介護の選択）についての契約、遺産分割などの法的行為を行
うのが困難な場合などに、それらの人びとの権利を守るための制度です。

現　状

▶	 少子化や高齢化の進行、単身世帯の増加、地縁・血縁や地域のつながりの希薄化による社
会的孤立などの影響により、介護や障がい、子ども、生活困窮などのさまざまな分野の課
題が複合化し、単一の制度のみでは対応しきれなくなってきています。

▶	 国では、地域住民が地域の課題を「我が事」として共に支えあい、人や資源が世代や分野
を超えて「丸ごと」つながり、共に地域を創っていく「地域共生社会」の実現に向けた体
制整備を進めており、大野市でも地域住民が主体となり、お互いに支え合い助け合う地域
づくりに取り組んでいます。

▶	 保健・医療・福祉の関係部署が関係機関と相互に情報共有と連携を図りながら、専門性を
生かしたきめ細かな相談支援を行っています。

▶	 高齢者や障がいのある人など支援が必要な人や、家族や身近に相談できる人がおらず社会
的に孤立している人などを専門的な支援につなぐため、民生委員・児童委員や福祉委員な
どの地域の相談役を中心とした身近な支援者が、見守りや相談などの活動を行っていま
す。

課　題

▶	 複合的な生活課題を抱えた人を支援するためには、分野を超えて連携し、横断的かつ包括
的に相談や支援を行う体制が求められており、誰もが気軽に相談できる窓口や包括的な支
援体制の充実を図る必要があります。

▶	 地域福祉の担い手の発掘や養成、担い手を中心とした支え合いの体制の構築が重要となる
中、民生委員・児童委員や福祉委員などの地域福祉の担い手が不足する傾向にあるため、
各種委員の連携強化や活動しやすい環境づくりに取り組む必要があります。

▶	 高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには、誰もが相互
に理解を深め尊重し、「結の心」で支え合う意識を醸成することが重要です。

▶	 元気な高齢者が、長年培った知識や経験、技術を生かすことができる機会や場所をつくる
ことが必要です。

▶	 認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が不十分なため、財産の管理や日常
生活などに支障がある人を社会全体で支え合うため、成年後見制度20の普及啓発に取り組
む必要があります。

市民が、お互いに人格と個性を尊重し、支え合い、
助け合い、住み慣れた地域で安心して暮らすまち
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21Ｎ Ｐ Ｏ : Non Profit Organization（非営利団体）の略で、さまざまな社会貢献活動を行い、団体の構成員に対し収
益を分配することを目的としない団体の総称です。福祉、教育・文化、まちづくり、環境、国際協力などさ
まざまな分野で、社会の多様化したニーズに応える重要な役割を果たすことが期待されています。

22地域包括ケアシステム : 団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分ら
しい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的
に提供される体制のことです。

施　策

１　地域共生社会の実現に向けて取り組みます
①関係団体と連携し、ボランティアやＮＰＯ21の活動を促進します。
②民生委員・児童委員や福祉委員など地域で活動する各種相談員の連携強化を図り、地域
福祉活動の継続と活性化を図ります。

③誰もが気軽に相談できる窓口や包括的な支援体制の充実を図ります。
④ひきこもりや生活困窮など複合的な生活課題を抱えた人を支援するため、地域で支える
体制づくりを推進します。

⑤地域での生活を営む上で支援が必要な人を支えるため、「地域包括ケアシステム22」の仕
組みを拡大し、地域の特性に応じた包括的な支援体制の整備を進めます。

⑥成年後見制度の普及や利用促進に向けた取り組みを進めます。

２　高齢者が安心して生きがいを持って暮らせるよう支援します
①高齢者の介護や介護予防、健康増進のため、利用者のニーズや介護サービスの必要量を
見込み、介護サービスの提供体制を整備するとともに、将来にわたって持続できるよ
う、介護人材の確保に向けて取り組みます。

②隣近所の見守りや声掛け、移動支援、買物支援、雪下ろし支援など、地域で暮らしてい
くための支え合いの仕組みづくりを進めます。[17：ひと・地域2-③に再掲]

③高齢者が身近な場所で自主的に交流や活躍ができる通いの場を増やすとともに、（公
社）大野市シルバー人材センターや老人クラブなどの活動を支援します。

④医療や介護が必要な状態になっても、適切な支援を受けることができるよう、医療と介
護の連携と受け皿の整備を進めます。

３　障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援します
①障害者相談支援センターを中心とする相談窓口の充実や障害福祉サービスの充実など、
支援体制の強化を図ります。

②障がいのある人が、地域で自立した生活を営むことができるよう、地域活動への参加支
援や就労支援に取り組みます。

③障がいを理由とする差別の解消を図り、障がいや障がいのある人に対する市民の理解を
深める取り組みを進めます。

④発達障がいのある子どもや気がかりのある子どもの早期発見、早期支援に努めます。
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基本目標 2  「健幸福祉」分野 健幸で自分らしく暮らせるまち

みんな（市民・団体・企業）ができること

①ボランティア活動に参加します。
②身の回りで困っている人がいたら手助けします。
③困ったことがあったら、個人や家族だけで抱え込まず、地域の民生委員・児童委員や市
の窓口に相談します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

ボランティア登録者数 ボランティアの登録者数 1,293 1,350 人

通いの場の設置数 65歳以上の高齢者が月1回以上活動
実績がある通いの場の設置数 83 90 箇所

要介護認定率23 大野市における要介護認定率 18.7 19.4以下 ％

障害者相談支援センター
の相談件数

福祉サービスの利用支援などの年間
相談件数 3,001 3,200 件

関連する個別計画

・大野市地域福祉計画
・大野市自殺対策計画
・越前おおの高齢者福祉計画・介護保険事業計画
・大野市障がい者計画
・大野市障がい福祉計画
・大野市障がい児福祉計画

23要介護認定率：65歳以上の介護保険被保険者に対する要介護・要支援認定者の割合をいいます。
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基本目標 2  「健幸福祉」分野 健幸で自分らしく暮らせるまち

目指す姿

5　スポーツ

24総合型地域スポーツクラブ : 人々が身近な地域でスポーツに親しむことのできるスポーツクラブで、地域住民により自主的かつ
主体的に運営されるスポーツクラブのことです。

現　状

▶	 地域コミュニティの活性化や健康づくり、高齢者の生きがいづくりの観点からも市民のス
ポーツへの期待は大きくなっています。

▶	 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定を契機として、国民のス
ポーツへの関心が高まっています。また、障がいの有無や年齢、性別などを問わず、誰も
がスポーツに親しむことのできる社会の実現が求められています。

▶	 スポーツを通じた交流人口の拡大と地域活性化の推進役として、令和２年３月に「福井県
スポーツまちづくり推進機構」が設立されました。

▶	 働き方改革の進展により、働く人たちの意識やライフスタイルが変化し、スポーツに対す
るニーズがさらに多様化することが予想されます。

▶	 少子化の影響により、スポーツ少年団の団員数が減少しています。
▶	 学校に子どもたちの入りたい部活動がなかったり、単独校でのチーム編成が難しくなるな
どしている中、教員の働き方改革のための国の方針も相まって、部活動の在り方が大きな
転換期を迎えています。

課　題

▶	 市民のスポーツを通した健康づくりを進めるため、より多くの市民に参加してもらえる事
業の実施が必要です。

▶	 国民体育大会や全国障害者スポーツ大会、インターハイでの大野市開催競技が、市民によ
り身近なものとなるよう、普及に努める必要があります。

▶	 障がいのある人とない人が、一緒にスポーツを楽しむことのできる共生社会を実現する必
要があります。

▶	 スポーツによる交流人口を拡大し、地域を活性化する必要があります。
▶	 感染症の流行期で外出や他者との接触が制限された状況下においても、スポーツに触れ合
う機会をつくる必要があります。

▶	 市民が安全で快適にスポーツ施設を利用できるように、施設や設備の適正な維持管理に努
める必要があります。

▶	 市民に誇りと喜び、夢と感動を与えるため、スポーツ競技力の向上を図る必要がありま
す。

▶	 持続的なスポーツ発展のため、市民やスポーツ団体の現状やニーズを把握し、的確な支援
を行う必要があります。

▶	 スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブ24などの活動の充実、トップアスリートの養
成、学校部活動の民間との連携のため、優秀な指導者の確保と育成が必要です。

市民が、それぞれのライフステージでスポーツを楽しみ、
健康の増進と競技力の向上が図られ、
豊かで充実した生活を送るまち
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25スポーツツーリズム : スポーツ観戦やスポーツイベント参加のための旅行やそれに伴う周辺観光など、スポーツに関わるさまざ
まな旅行のことです。

施　策

１　スポーツを楽しむ取り組みを推進します
①越前大野名水マラソンをはじめとするスポーツイベントの充実を図ります。
②スポーツ教室の開催などを通して、市民のライフステージごとの興味や関心、目的に応
じた運動やスポーツの機会を提供し、市民の健康づくりを推進します。（再掲）[３：健
康・医療１−②]

③国民体育大会などで大野市で開催された競技を普及するため、継続して教室などを開催し
ます。

④スポーツを通じた共生社会を実現するため、障がいのある人や高齢者のスポーツ参加を
推進します。

⑤交流人口の拡大を目指し、スポーツツーリズム25を推進します。
⑥市民が継続してスポーツを実践するため、総合型地域スポーツクラブを支援します。
⑦感染症対策により活動が制限された状況下においても、市民がスポーツに親しめるよ
う、オンラインを活用したイベントなどを開催します。

⑧市民が安全で快適にスポーツ施設を利用できるよう、民間の補助制度なども活用しなが
らスポーツ施設の計画的な修繕を行います。

２　競技力の向上を支援します
①有望なアスリートを育成するため、全国大会などでの活躍が期待できる選手を支援しま
す。

②レベルの高い技術に触れるための支援を行います。
③スポーツ団体の活性化につながるよう、現状や課題の把握に努め、的確な支援を行いま
す。

④優秀な指導者を育成するため、（公財）日本スポーツ協会などが開催する各種スポーツ
指導者養成事業の情報を提供し、指導者の資格取得を支援します。

３　子どものスポーツ活動の充実に取り組みます
①スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブなどを充実し、競技種目数を維持していく
ため、指導者の資格取得を支援するとともに、現状や課題の把握に努め、的確な支援を
行います。

②子どものスポーツ活動への意欲向上を図るため、異なる年齢層とのスポーツ交流の機会
を設けます。

③学校部活動の指導者の確保のため、民間との連携推進に努めます。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①年齢や体力・能力に合わせてスポーツを楽しみます。
②スポーツをしている人を応援します。
③越前大野名水マラソンやインターハイなどのスポーツイベントやスポーツ大会にボラン
ティアとして参加します。
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基本目標 2  「健幸福祉」分野 健幸で自分らしく暮らせるまち

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

スポーツ指導者公認
資格の新規取得者数

スポーツ指導者公認資格の新規取得者
数（累計） ― 40

(R3～7年度累計) 人

市民１人当たりの
体育施設利用回数

市民１人当たりの体育施設（スポーツ
振興担当所管）の利用回数 7.66 9.00 回

関連する個別計画

・教育に関する大綱
・大野市スポーツ推進計画



歴史・風土と新たな強みを

生かした活力あるまち

「地域経済」分野

基本目標

3
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基本目標 3  「地域経済」分野 歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

目指す姿

6　農業

26中山間地域等直接支払事業 : 平地から山間地にかけて、傾斜地が多く農業が不利な地域において継続的な農業生産活動を行う農
業者に支援する事業です。

27多面的機能支払交付金事業 : 農地や水路などの基礎的な保全活動や質的向上を図る共同活動、水路や農道などの施設の長寿命化
に対して支援する事業です。

28ス マ ー ト 農 業 : 情報通信技術(ICT)やロボット、ドローン、自動運転技術などを活用して農作業を省力化、精密化
し生産性を向上させる農業のことです。

現　状

▶	 少子化や高齢化が進み、若年層の農業や農山村への意識が低下し、集落活動の維持が難し
くなっています。

▶	 土地改良や農業施設の更新をコストをかけてでも実施したいという農家が少なくなってき
ています。

▶	 中山間地域等直接支払事業26や多面的機能支払交付金事業27による活動が、高齢化などに
より、実施が困難な集落も出てきています。

▶	 耕作農地の分散や農業後継者の不足などにより、経営規模の拡大が限界となってきている
とともに、農業用機械の更新費が負担となっています。

▶	 電気柵の普及によりイノシシの被害防止は一定の効果が出ていますが、サルやシカの被害
が増加しています。

▶	 道の駅「越前おおの　荒島の郷
さと

」の開駅により、農林水産物などの新たな販路が加わりま
す。

▶	 九頭竜川や真名川などの恵まれた河川環境を生かしてアユなど淡水魚の稚魚が放流されて
おり、県内外から多くの釣り客が訪れています。

▶	 「ふくいサーモン」の稚魚が、大野市内の養魚場で養殖されています。

課　題

▶	 担い手や後継者不足による農地の荒廃や不耕作地の増加を防ぐため、スマート農業28など
による省力化と、集落を超えた広域化や協業化を推進する必要があります。

▶	 農業の担い手への農地の集約と集積や、ほ場の整備により、効率的で安定した経営を図る
必要があります。

▶	 少量多品目の園芸作物生産者を育成することや、農家、非農家を問わず、誰もが農業に取
り組む機会をつくり新たな生産者を確保することで、園芸作物の生産振興を図る必要があ
ります。

▶	 鳥獣害は生産意欲の減退につながることから、さらなる対策が必要です。
▶	 農林産物の安定した販売に向け、売れる作物の生産と年間を通じた出荷への支援が必要で
す。

▶	 大野市で捕れるアユなどの淡水魚の知名度が低いことから、産地としてのＰＲを実施する
必要があります。

次世代技術を生かした農業の普及が進み、多様な担い手に
よって、活力ある農山村が引き継がれているまち
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施　策

１　魅力ある農業経営を実現します
①地域農業を支える担い手が、安定した農業経営ができるよう支援します。
②新規就農者や後継者の確保と育成に取り組むとともに、受け入れ体制づくりを支援しま
す。

③女性や高齢者など、誰もが生き生きと農業経営に参画できる環境づくりを進めます。
④スマート農業やデジタル技術の活用による次世代農業を促進します。

２　特色ある越前おおの産農林水産物の生産や販売を振興します
①大野市の気候や風土に合った、多様な農林水産物の生産を促進します。
②農林水産物のブランド力の向上と販路拡大に取り組みます。
③道の駅「越前おおの 荒島の郷

さと

」や道の駅「九頭竜」での販売、ふるさと納税の返礼品と
しての活用など、多様な販売活動を促進します。

④園芸作物や特産作物を生産する農業者の育成と支援に取り組みます。
⑤アユなど淡水魚の稚魚の放流や養殖を促進します。

３　多様な人材の活躍による農山村の維持と活性化を目指します
①若者や女性、非農家による活動など、農山村を守る多様な仕組みをつくります。
②各種支援制度により、誰もが農業を学び、触れ合える環境を整備します。
③電気柵や電気ネットを設置するなど、地域ぐるみの鳥獣害対策に対し支援します。

４　農地の適切な管理と有効利用を図ります
①農業の担い手への農地の集約と集積を進めます。
②各種支援制度により、農地の保全管理に取り組みます。
③土地改良事業などにより、持続可能な農業基盤の整備に取り組みます。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①地元の安全安心な農林水産物を購入し、地産地消に取り組みます。
②耕作していない農地を貸し出し、農業にチャレンジしやすい環境づくりに協力します。
③道の駅に自慢の農林水産物を出荷します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

担い手への集積率 担い手が耕作している農地面積の割合 67.9 80.0 ％

耕作放棄地の面積 毎年増加傾向にある耕作放棄地の発生抑制 3.0 3.6以下 ha

道の駅年間来場者数 道の駅「越前おおの　荒島の郷」への年間来場者数 － 80 万人

関連する個別計画

・越前おおの型 食・農業・農村ビジョン
・大野市農業振興地域整備計画
・越前おおのブランド戦略
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基本目標 3  「地域経済」分野 歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

目指す姿

7　林業

29森林環境譲与税: 森林環境税は、令和６年度から国内に住所を有する個人に対して課税される国税であり、市区町村において、
個人住民税均等割と併せて１人年額1,000円が課税され、その税収は、全額が森林環境譲与税として都道府
県・市区町村へ令和元年度から譲与され、それぞれの地域の実情に応じて森林整備及びその促進に関する事業
を幅広く弾力的に実施するための財源として活用されます。

30木質バイオマス: 「バイオマス」とは、生物資源（bio）の量（mass）を表す言葉であり、「再生可能な、生物由来の有機性資源
（化石燃料は除く）」のことで、そのうち、木材からなるバイオマスのことを「木質バイオマス」と呼びます。

31特 用 林 産 物 : 山林から生産される産物のうち木材以外のもの。代表的なものとして、キノコやオウレン、クリ、竹、木炭な
どがあります。

現　状

▶	 木材の低価格化や林業従事者の高齢化により、後継者が不足しています。
▶	 森林所有者の山林への関心の低下や後継者不足により、適正な維持管理が行われず境界も
不明確な森林が増えてきており、間伐などの手入れが行き届かず荒廃した森林がみられま
す。

▶	 森林環境譲与税29が令和元年度から譲与され、森林整備や維持管理が行われていない民有
林の経営管理などに、市独自の取り組みができる仕組みが整いました。

▶	 木質バイオマス30発電所が安定して稼働しており、主燃料となる間伐材が計画以上に収集
され、森林所有者への利益還元が図られており、森林資源の好循環が確立しつつありま
す。

▶	 特用林産物31生産者の高齢化により、後継者が不足しています。
▶	 山間部でのシカやクマの目撃や被害が増えており、近年は、山間部以外でも痕跡確認や目
撃の情報が増えています。

課　題

▶	 森林経営管理法による森林所有者への意向調査を行い、その結果を生かして間伐や再造林
などの森林整備を進める必要があります。

▶	 林業従事者の確保や育成と、さらなる造林コストの低減のため、先進技術による林業の効
率化を図り、若者や女性に魅力ある産業にする必要があります。

▶	 山林所得の向上と森林の保全を図るため、木材利用を推進する必要があります。
▶	 特用林産物の生産を振興するため、生産者の確保と生産技術を伝承していく必要がありま
す。

▶	 シカやクマなどによる獣害を防止する必要があります。

豊かな森林資源を活用した林業により、
資源の循環と森林の多面的機能が発揮されたまち
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32カスケード利用: カスケード (英語 cascade) の意味は、階段状に水の落ちる小さな滝のことです。 木材のカスケード利用と
は、木材を建材等の資材やボード、紙等として使い、利用できない部分は燃料として利用することです。

施　策

１　林産物の生産能力の向上を支援します
①高性能林業機械の導入支援や、林道や作業道の整備により、森林施業の効率化を支援し
ます。

②特用林産物の生産振興や販路拡大を支援します。
③公共施設などへの木材利用を推進するとともに、木材を建材、ボード、紙などとして利
用するカスケード利用32を促進します。

２　山林を適切に管理します
①森林環境譲与税を活用して間伐を促進するとともに、航空レーザーやドローンなどの先
進技術の活用により、山林のデータ化や山林境界の明確化を進め、林業の効率化を図り
ます。

②山林の適正な管理を進めるため、木質バイオマス発電所などでの間伐材の活用促進に向
けた支援を行います。

③シカの食害やクマ剥ぎなどの獣害への対策を強化します。
④自然体験学習や環境教育などにより、森林の多面的機能について啓発を行います。
⑤水源涵養機能などの維持を図るため、森林の無秩序な開発を防止します。

３　林業従事者の確保と育成に取り組みます
①若者や女性などへの新規就業者研修に対し補助を行うなど、林業従事者の育成を支援し
ます。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①苗木育成の取り組みに参加します。
②獣害を防止するため、山に実のなる木を植える活動に取り組みます。
③木工体験への参加や木材・木製品の購入などを通して、県産材を利用します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

林業作業士数の人数 林業作業士として農林水産大臣が登録した者 30 35 人

森林間伐面積 市有林、私有林の間伐面積 118 130 ha

関連する個別計画

・大野市森林整備計画
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基本目標 3  「地域経済」分野 歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

8　商工業

目指す姿

33キャッシュレス: 支払いや受け取りに紙幣や硬貨といった現金を使用せず、クレジットカードや電子マネー、口座振替などを利
用して決済する方法のことです。

現　状

▶	 商業統計調査や工業統計調査によると、地域経済を牽引しているのは、商業では飲食料品
小売業、工業では電子・デバイス産業、次いで、金属・繊維産業となっています。

▶	 経営者の高齢化が進み、後継者不足による廃業が多くなっています。
▶	 まちなかの整備や季節ごとのイベントの開催などにより、まちなかへの観光入込客数が増
加しています。

▶	 商店街においては、空き家を活用した新規創業や既存店舗の改装などの取り組みがみられ
ます。

▶	 まちなかでの若者による新たなイベントが企画運営され、商店街の活性化につながる機運
がみられます。

▶	 中部縦貫自動車道県内全線開通や北陸新幹線福井・敦賀開業による商圏の拡大が見込まれ
ています。

▶	 インターネットを活用した商品の情報発信や販路拡大の取り組み、キャッシュレス33化
は、まだ十分に普及していません。

▶	 豪雨などの自然災害や新型コロナウイルス感染症の拡大など、予測不能な事態が全国的に
発生しており、企業の生産体制などに影響を及ぼしています。

課　題

▶	 経営者の高齢化や後継者不足による廃業など、事業活動の縮小に対する支援が必要です。
▶	 地域資源を生かした魅力ある商業活動を創造するとともに、観光客の滞在時間を延ばすな
ど、市内での消費額を増加させる取り組みが必要です。

▶	 インターネットの活用などによる情報発信や販路拡大、キャッシュレス化を促進する取り
組みが必要です。

▶	 創業や企業誘致により市内における事業所数の増加を図るとともに、市内事業所が有する
技術を生かし、時代に即した新たな産業分野への進出を促進する必要があります。

▶	 大規模な自然災害や新型コロナウイルス感染症の感染拡大など予測不能な事態に備え、事
業者が行う災害などのリスクに対する事前対策を促進し、事業継続力の強化を支援する必
要があります。

人の交流や物流が拡大し、
多くの店舗や企業が活気に満ちたまち
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34Ｗ ｉ - Ｆ ｉ : 「ワイファイ」と読み、パソコンやスマートフォンなどを無線でネットワークに接続する技術のことです。

施　策

１　事業者の経営課題に対し総合的に支援します
①創業や事業承継を支援します。[９：観光業２−①、10：働く環境１−①に再掲]
②市民や観光客が手に取りたくなる「大野ならでは」の商品づくりと、インターネットを
活用した情報発信や販路拡大を支援します。

③飲食店での地元農林水産物を活用した「大野ならでは」の飲食物の提供を促進します。
④関係機関などと連携し、中小企業や小規模事業者が行うキャッシュレス化やＷｉ-Ｆｉ34

環境の整備を含めたデジタル化やＩＣＴ活用などを支援します。
⑤事業所の市内への立地や事業の拡大に対し支援するとともに、産業団地に企業を誘致しま
す。

⑥国や県の支援施策を積極的に活用し、高い技術やノウハウを活用した顧客ニーズの高い
製品の開発や製造を行う企業を支援するとともに、ＡＩ（人工知能）やロボットなど先
端技術の導入を促進します。

⑦大規模災害や感染症の拡大などが発生した場合においても事業を継続できるよう、事業
者の事業継続力強化の取り組みを支援します。

２　まちなかのにぎわいを創出します
①店舗や商店街などの創意工夫による販売促進やイベント、にぎわいづくりの取り組みな
どを支援します。

②市街地の空き家や空き店舗の活用によるにぎわいづくりを支援します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①地元のお店を積極的に利用し、ＳＮＳなどで紹介します。
②ものづくりの楽しさを学び、教えます。
③大学や研究機関と積極的に連携し、新しい技術や製品を開発します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

創業者数 市の支援策による創業件数（累計） ― 10
(R3～7年度累計) 件

まちなかの観光入込客数 大野市を訪れる観光客の総数の
うち、まちなかへの年間入込客数 82.9 125.0 万人

関連する個別計画

・越前おおのブランド戦略
・大野市認定創業支援等事業計画
・経営発達支援計画
・事業継続力強化支援計画
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基本目標 3  「地域経済」分野 歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

9　観光業

目指す姿

35フリーＷｉ - Ｆｉスポット : パソコンやスマートフォンなどを無線でインターネットに接続できる環境を開放しているエリア
サービスのことです。誰でも無料で利用できます。

現　状

▶	 中部縦貫自動車道永平寺大野道路開通や北陸新幹線金沢開業など高速交通ネットワークが
順次形成され、誘客拡大のチャンスを迎えています。

▶	 「天空の城　越前大野城」のＰＲや「化石発掘体験センターＨＯＲＯＳＳＡ！」などの新
たな観光施設の整備を行ったほか、民間事業者が地域資源を活用し、「星空ハンモック」
をはじめとする観光体験メニューを提供するなど、観光の魅力向上や誘客推進への取り組
みが進んでいます。

▶	 女性を主なターゲットとした観光資源の磨き上げに取り組んでいます。
▶	 過去５年の観光入込客数は200万人前後で推移していますが、宿泊者数は観光入込客数の
５％前後と少なく、滞在時間も短いため、１人当たりの観光消費額は低い水準となってい
ます。

▶	 外国人観光客の受け入れ環境を整えるため、パンフレットの多言語化やフリーＷｉ-Ｆｉ
スポット35の設置、トイレの洋式化などの整備に取り組んでいます。

▶	 これまで行政主導による観光施策を進めてきたことから、民間が観光を牽引し、地域経済
を潤すまでに至っていません。

▶	 新型コロナウイルス感染症が拡大してからは、外出の自粛やイベントの開催が困難になる
などの影響により、観光客が減少しています。

課　題

▶	 市内の観光は日帰りが中心で、観光消費額が低いことから、「大野ならでは」の体験プロ
グラムや土産品の開発など、観光消費額を増加させる仕掛けづくりが必要です。

▶	 ターゲットに合わせた観光資源の効果的なＰＲを行うとともに、個々の観光資源を線でつ
なげる仕掛けが必要です。

▶	 老朽化している観光施設が多いため、施設の再編を行い、経費の削減と施設の魅力向上を
図る必要があります。

▶	 外国人観光客の受け入れ環境を整え、誘客に向けたＰＲが必要です。
▶	 北陸新幹線福井・敦賀開業を控え、公共交通により市内を訪れる観光客のために、二次交
通の充実や宿泊施設の整備が必要です。

▶	 観光による地域の「稼ぐ力」を引き出す取り組みを牽引するかじ取り役が必要です。

県内外や国外から多くの観光客が訪れ、
にぎわい、経済活力にあふれるまち
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36Ｄ Ｍ Ｏ : Destination Management／Marketing Organizationの略で、官民の幅広い連携によって観光地域づくりを推進する法
人のことです。

37ＭａａＳ: Mobility as a Serviceの略で、出発地から目的地までの移動ニーズに対して最適な移動手段を切れ目なく一つのアプ
リで提供するなど、移動を単なる手段としてではなく、利用者にとって一元的なサービスとしてとらえる概念のこと
です。

施　策

１　魅力ある地域資源を磨き上げ、観光資源として活用します
①歴史や文化、伝統、自然環境、食を利用した土産品や食メニュー、観光体験メニューの
開発を促進し、磨き上げを行うとともに、新たな観光資源を掘り起こして、さまざまな
地域資源を生かした観光を推進します。

②民間事業者と連携し、道の駅などを活用したアウトドアスポーツやレジャーを促進しま
す。

③市民が企画するイベントなどに支援し、市民主体の誘客や「おもてなし」を促進しま
す。

④既存の観光施設の再編を行い、経費の削減を進めながら、施設の魅力向上を図ります。

２　観光客の来訪を増やし満足度を高める取り組みを推進します
①創業や事業承継を支援します。（再掲）[８商工業１−①、10：働く環境１−①]
②店舗や宿泊施設、観光施設の「おもてなし」の向上に取り組むとともに、特産品や名物
が食べられる場所や機会を増やします。

③道の駅「越前おおの　荒島の郷
さと

」や道の駅「九頭竜」と市内の観光資源をつなぐことに
よる、市内での回遊性向上と、近隣自治体と連携した周遊滞在型観光を推進します。

④パンフレットなどの多言語化やフリーＷｉ-Ｆｉスポットの整備、トイレの洋式化など、
外国人観光客の受け入れ環境を充実します。

⑤新たな宿泊施設の創業や宿泊環境の充実に支援します。
⑥観光による地域の「稼ぐ力」を向上させるため、観光地域づくり法人（ＤＭＯ36）設立や
観光協会の機能強化などについて検討し、実現に向けて取り組みます。

⑦他市町や各交通事業者と連携してＭａａＳ37の導入を検討します。[16：公共交通２−①
に再掲]

３　観光営業活動の強化と情報発信を充実します
①ターゲットに合わせた戦略的な情報発信を行います。
②旅行会社との商談や出向宣伝、広告などのプロモーションの機会をとらえ、営業や宣伝
活動を行います。特に、中部縦貫自動車道県内全線開通を見据えた中京圏や、北陸新幹
線福井・敦賀開業を見据えた首都圏での活動を強化します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①一人一人がおもてなしの心で観光客に接します。
②一人一人が「私のおすすめ」を持ち、クチコミやＳＮＳなどで伝えます。
③お店ならではの「コレ」という商品やサービスを提供します。
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基本目標 3  「地域経済」分野 歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

観光消費額 日帰り観光客１人当たりの消費額 2,945 5,000 円

宿泊者数 延べ宿泊者数（暦年） 86,100 130,000 人

観光入込客数 観光客の延べ人数（暦年） 199 330 万人

道 の 駅 年 間 来 場 者 数
（再掲）

道の駅「越前おおの　荒島の郷」への
年間来場者数 ― 80 万人

関連する個別計画

・越前おおの観光戦略ビジョン
・越前おおのブランド戦略
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基本目標 3  「地域経済」分野 歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち

10　働く環境

目指す姿

38ワーク・ライフ・バランス : 「国民一人一人がやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域
生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現
できる」ことです。

現　状

▶	 進学を機に市外で就職する若者が多く、労働力の市外流出により人手不足となっていま
す。

▶	 賃金や休暇などの労働条件だけでなく、ワーク・ライフ・バランス38を実現することがで
きる働きやすい職場環境が重視される傾向にあります。

▶	 求人が求職を上回る状態が続いていますが、求人側と求職者側のニーズが一致しない雇用
のミスマッチがあります。

▶	 福井県の女性労働力率や共働き率は、全国トップクラスであり、大野市も高い水準にあり
ます。

▶	 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、オンラインやリモートなどの活用が拡大
し、働き方が変化しています。

課　題

▶	 人材の確保と定着のために、ワーク・ライフ・バランスを実現し、多様な働き方ができる
職場環境づくりと企業側の積極的な情報発信が求められています。

▶	 高齢者や外国人労働者を含め、多様な人材を確保する必要があります。
▶	 オンラインやリモートを活用した働く環境を充実し、ＰＲをする必要があります。
▶	 市内での就職を促進するために、若者に魅力ある企業を誘致し、雇用の場を拡大すること
が求められています。

新たな魅力ある企業の立地や市内企業の働きやすい
環境整備により、若者や子育て世代をはじめ、
市民が生き生きと働くまち
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39サテライトオフィス : 企業の本社から離れた場所に設置された事務所のことです。
40コワーキングスペース : 事務所や会議室、打ち合わせ場所などを共有し、共有者同士が互いに刺激し合いながら、独立した仕事

を行えるよう設置された空間のことです。

施　策

１　企業の魅力や生産性、労働環境の向上と、多様な人材の就労を支援します
①創業や事業承継を支援します。（再掲）[８商工業１− ①、９：観光業２−①]
②働く人の地元定着につなげるため、誰もが働きやすい職場環境づくりを促進するととも
に、市内企業の魅力を子どもたちや就職を検討する若者へ発信します。

③将来の結婚や子育てに希望が持てるよう、関係機関が連携して、若い世代の結婚への応
援や働きながら子育てがしやすい環境づくりを進めます。（再掲）[１：子育て１－①]

④多様な人材を確保するため、ハローワークなどの関係機関と連携して取り組みます。
⑤国や県、（公社）大野市シルバー人材センターなどと協力して、高齢者の活躍の場を創
出し、シルバー世代の就業を促進します。

⑥外国人労働者を雇用する企業などに支援します。
⑦市内企業の価値や魅力の向上とＰＲのため、国や県による優良企業認定の取得を支援し
ます。

⑧大野市に暮らしながら都会と同じ仕事ができる環境づくりを促進するため、サテライト
オフィス39やコワーキングスペース40などの整備を支援するとともに、積極的にＰＲしま
す。

２　企業誘致を進めるとともに新たな産業を育成します
①中部縦貫自動車道県内全線開通により福井県の東の玄関口となる立地特性を生かして、
さまざまな分野の企業を対象に誘致活動を展開し、産業団地に魅力ある企業を誘致しま
す。

②新たな産業を創造するため、ＩＣＴ関連企業の誘致を進めるとともに、起業家を育成し
ます。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、働きやすい環境づくりに取り組みます。
②子どもたちに市内企業の魅力を伝え、地元就職への選択肢を広げます。
③学生などのインターンシップの受け入れに協力します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

国・県の働き方改革関係
制度認定企業数

市の支援策による国・県の働き方
改革関係制度認定企業数（累計） ― 10

(R3～7年度累計) 社

工場新設等に伴う雇用
創出数 企業が大野市民を雇用した数（累計） ― 50

(R3～7年度累計) 人



56

第
３
編

前
期
基
本
計
画



豊かな自然の中で

快適に暮らせるまち

「くらし環境」分野

基本目標

4
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

11  自然環境・ごみ

目指す姿

41プラスチック資源循環戦略 : 資源・廃棄物制約、海洋プラスチックごみ問題、地球温暖化、アジア各国による廃棄物の輸入規制
などの幅広い課題に対応するため、３Ｒ＋Renewable（再生可能資源への代替）を基本原則とした
プラスチックの資源循環を総合的に推進するため、令和元年５月に国が策定した戦略です。

42脱 プ ラ ス チ ッ ク : 「プラスチック製品をできるだけ作らない・使わない」「作る場合にはリサイクルすることを前
提に作る」という行動のことです。リデュース（Reduce）、繰り返し使うリユース（Reuse）、
再利用するリサイクル（Recycle）の３R＋Renewable（再生可能資源への代替）という考え方を
ベースにしています。

現　状

▶	 近年、地球温暖化が原因と思われる自然災害の発生が各地で多発しており、平均気温上昇
を抑える取り組みが世界的に求められています。

▶	 国は、令和２年10月に、2050年（令和32年）までに脱炭素社会の実現を目指すことを宣
言しており、脱炭素社会の実現に向けた取り組みを大きく加速させています。

▶	 河川や用排水路、道路、公園などの施設周辺は、地域住民が実施する清掃奉仕などにより
環境の美化が進められていますが、高齢化が進む地域などでは活動の継続が困難な状況と
なっています。

▶	 公害防止のための監視体制を強化していますが、違法な野外焼却や不法投棄が後を絶ちま
せん。

▶	 大野市における１人１日当たりのごみ排出量が下げ止まりの状態となっている中、プラス
チック資源循環戦略41に基づく脱プラスチック42の取り組みなどにより、さらなる廃棄物
排出抑制が求められています。

▶	 資源ごみのステーション収集により、大野市の資源化率は全国平均と比べ高水準を維持し
ていますが、情報の電子化による出版物の減少や、資源ごみである容器包装の軽量化など
により、近年は下降傾向にあります。

課　題

▶	 全世界で取り組まなければならない地球温暖化対策について、市民の意識を高める必要が
あります。

▶	 国の脱炭素社会の実現に向けた取り組みと合わせ、大野市においても2050年の脱炭素社
会の実現を視野に入れた取り組みを推進する必要があります。

▶	 草刈りや清掃活動への若い世代の参加意識を高めるとともに、日常の中で取り組める環境
美化活動について啓発する必要があります。

▶	 違法な野外焼却や不法投棄に対し、継続して対策をとる必要があります。
▶	 市民や関係機関と連携し、脱プラスチックに向けた取り組みを行う必要があります。
▶	 ごみステーションから収集した燃やせるごみの中に、リサイクル可能な紙製容器包装が含
まれていることがあるため、市民のリサイクル意識の向上を図る必要があります。

▶	 食べ残しや消費期限・賞味期限が切れた未利用食品、過剰な野菜くずなど、食品ロスの削
減に向けた周知啓発を行う必要があります。

▶	 ごみ処理に要する費用の削減に取り組む必要があります。

市民が誇る豊かで美しい自然環境が維持され、
循環型社会が形成されたまち
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43脱 炭 素 社 会 : 二酸化炭素の排出が実質ゼロとなる社会のことです。
44ＬＯＶＥ・アース・ふくい :「地球温暖化ストップ県民運動」のことで、福井県では、日常生活（Life）、事業活動（Office）、自動車利用

（Vehicle）、環境教育（Education）の各分野において、地球温暖化防止の活動の輪を広げる運動を展開し
ています。

施　策

１　脱炭素社会43の実現に向けて取り組みます
①水力発電など再生可能エネルギーを活用し、自然環境と開発が調和した社会を促進しま
す。

②関係機関と連携し、県民運動「ＬＯＶＥ・アース・ふくい44」を拡大し、エコライフの普
及啓発や定着を促進します。

③市民や事業者などの脱炭素に向けた行動の促進や、脱炭素型のまちづくりの推進、各種
分野における気候変動適応策の検討と推進に取り組みます。

２　環境の美化と環境教育を推進します
①関係機関が連携し、豊かな自然を活用した体験型の環境教育や啓発活動を推進します。
②地域の草刈りや清掃活動などを促進するとともに、県と共同で行う「スポーツＧＯＭＩ
拾い大会」などの活動を通して、市民が楽しみながら参加できる環境美化活動を強化し
ます。

③環境パトロールの実施により不法投棄の早期発見と早期撤去に努めるとともに、監視カ
メラの設置などにより再発防止対策を実施します。

３　ごみの減量化と資源化を推進します
①各種講座の開催などにより、ごみの分別を促進するとともに、市内量販店などと連携し
た資源ごみの回収や市民の資源ごみ集団回収への支援により、ごみのリサイクルを促進
します。

②飲食店などに食べきり運動への協力を求め、食品ロスの削減を促進します。
③マイバッグの利用やマイボトル運動などの啓発により、脱プラスチックを促進します。
④家庭ごみを減量化するため、処理費用の個人負担について検討をします。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①ごみの減量やごみ拾い、清掃活動などに楽しみながら取り組みます。
②河川や道端に「ごみを捨てない、捨てさせない」意識を持ちます。
③地球温暖化の現状を理解し、地球環境に配慮したエコライフに取り組みます。
④必要のないものは買わずに、ごみの量を減らします。
⑤エコマーク付き商品など、環境に配慮した商品を購入します。
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

水質基準を達成した
河川の数

県や市が実施する11河川の水質検査結果に
おいて、環境基本計画で設定した水質基準を
満たした河川数

11 11 河川

１人１日当たりの
ごみの排出量 市民１人１日当たりのごみ排出量 950 929 ｇ

ごみの資源化率 ペットボトルや空缶、紙類などの分別収集や
集団回収により一般廃棄物を資源化した率 21.9 29.4 ％

関連する個別計画

・大野市環境基本計画
・大野市水循環基本計画
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

12　水環境

目指す姿

45湧 水 文 化 再 生 : 大野市には多くの湧水地があり、市民は昔から地下水と密接に関わり、特有の湧水文化と伝統を育み今日に
至っており、市民一人一人が誇りと愛着を持って、先人から受け継いだ湧水文化と伝統を後世に引き継いで
いく必要があります。湧水文化再生に向けては、必要な水源の確保を図りながら、長期的展望に立った地下
水の収支バランスを改善していくことが必要です。

46水 洗 化 率 : 公共下水道、農業集落排水処理施設、合併処理浄化槽について、それぞれの区域内の人口に対する、加入人
口及び設置人口の割合のことです。

47水 循 環 : 水が、蒸発、降下、流下または浸透により海域などに至る過程で、地表水または地下水として河川の流域を
循環することです。

48水への恩返し事業 : 水の恩恵を受けている私たちが、水への感謝の思いを伝えることで、恵まれた水があることと、その環境に
育まれてきたことに改めて気付き、誇りに感じてもらうことを目的とした事業です。

現　状

▶	 近年、地球温暖化が原因と思われる自然災害の発生が各地で多発しており、気候変動によ
る水環境への影響がみられます。

▶	 地下水位観測や水質調査による地下水状況の監視を行い、地下水保全の取り組みを実施して
います。

▶	 地域の多様な主体が参画し、湧水文化再生45に向けた施策の展開や情報共有を図っていま
す。

▶	 大野市の水環境を象徴するイトヨの保護とその水環境の保全のため、本願清水イトヨの里
を拠点に総合的な学習支援や啓発活動を行っています。

▶	 御清水や本願清水、中野清水などの湧水を守るため、地域住民による湧水地の清掃活動が
行われています。

▶	 水に関する学習研究施設「越前おおの水のがっこう」において、市民向け講座や子ども向
け講座を開催しています。

▶	 降雪期に地下水を融雪のため利用する家庭や事業所などが見受けられます。
▶	 大野市汚水処理施設整備構想に基づき、公共下水道をはじめとした汚水処理を進めていま
す。

▶	 水洗化率46はわずかに上昇傾向にありますが、汚水処理に対する市民の意識が低く、公共
下水道への加入や合併処理浄化槽への転換が進んでいません。

課　題

▶	 地下水と地表水は、水循環47において一連の流れの中でつながっていることから、これま
での地下水保全の取り組みをさらに一歩進めて、水循環系全体の健全化に向けた取り組み
が必要です。

▶	 水循環の重要性についての理解と関心を深め認知度を向上させるため、幅広い世代を対象
とした学習機会の創出や行事の開催などが必要です。

▶	 これまでに蓄積した水に関する調査の結果や成果について、資料やデータの整理集積を行
い、活用する必要があります。

▶	 水への恩返し事業48を通じて得られた成果を市民などに広く周知し、市民の水に対する自
信と誇りの醸成を図る必要があります。

恵まれた水環境や地域固有の水文化が継承され、
人と水との豊かなかかわりが実現されたまち
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49流域マネジメント : 育まれてきたことに改めて気付き、誇りに感じてもらうことを目的とした事業です。
  流域マネジメント：流域において、一つの管理者だけでなく、関係する行政や有識者、事業者、団体、住民な
ど、さまざまな主体が連携して生活や水環境を良好な状態を保ち、改善するために活動することをいいます。

50貯 留・ 涵 養 : 降雨、河川水、かんがい水など地表の水が貯まること、また、地下の帯水層に浸透して地下水になることです。
51地 下 水 障 害 : 井戸枯れや地下水汚染、地盤沈下などのことです。

▶	 気候変動が水循環に与える影響を調査研究するとともに、気候変動の影響を踏まえた対策
を検討する必要があります。

▶	 イトヨが生息できる水環境を保全していく必要があります。
▶	 健全な水循環を形成するため、汚水処理を進め、生活雑排水による市内排水路の水質汚濁
を改善し、九頭竜川の上流に住む者としての責務を果たす必要があります。

施　策

１　流域マネジメント49を推進します
①森林や農地の保全、河川などの環境改善により、水の貯留・涵

かんよう

養50機能を維持・向上させま
す。

②水資源の保全と利用の調和を図るための指針を作成し、水資源の適正で有効な利用を促
進します。

③水を活用した地域振興や水を通じた地域産品のブランド化など、健全な水循環を通じた
地域活性化を推進します。

④新たな水利権について、調査研究します。

２　水循環に関わる人材の育成と水文化の継承を推進します
①「越前おおの水のがっこう」における水に関する講座の開催や、小中学校での出張授業
の実施などにより、健全な水循環に関する教育を行うとともに人材の育成に取り組みま
す。

②水に関する資料や水文化などの保存や継承と、新たな水文化の創出を進めます。
③イトヨの保護を通じて環境教育を推進します。

３　気候変動や地下水障害51への対応に取り組みます
①大学などの研究機関による気候変動と水循環の影響や適応策の調査研究を促進します。
②地下水の水位や水質などの監視や検査を継続的に行い、地下水障害の防止と対策を図り
ます。

４　河川や地下水の水質保全に取り組みます
①計画的に公共下水道の整備を進め、加入を促進します。
②農業集落排水処理施設を適正に維持管理するとともに、効率的な施設運営を検討しま
す。

③合併処理浄化槽の整備と適正な維持管理を促進します。
④河川や地下水などの水質検査を実施します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①県内の河川流域の上流に住む者として責任を自覚します。
②節水に取り組みます。
③大切な森林や農地を守ります。
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

保全目標水位52に対する
超過日数（過去10年の
平均）

基準観測井（春日公園）における保全目
標水位5.5ⅿを超過した日数の過去10年
間の平均値

45 36 日

地下水質の水道法に定め
る飲料水水質適合基準と
の適合率

水質調査した井戸のうち、水道法に定め
る飲料水水質適合基準に適合した井戸の
割合

97.5 100.0 ％

水洗化率 処理区域内の水洗化率 44.1 52.4 ％

関連する個別計画

・大野市水循環基本計画
・大野市汚水処理施設整備構想
・生活排水処理基本計画

52保全目標水位 : 地下水を保全していくための目標で、地表面から地下水面までの深さである「地下水位」で表します。
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

目指す姿

13　生活環境           

53景 観 行 政 団 体 : 景観法に基づき、良好な景観の保全・形成を図るなど、景観行政を担う自治体のことです。
景観行政団体は、景観法に基づき「景観計画」を策定することができます。

54景 観 形 成 地 区 : 重点的に良好な景観形成を図る必要があると認める地区を景観形成地区に指定しています。現在、指定
している地区は、七間通り、五番通り、寺町通りの3地区です。景観形成地区で建築物や工作物の建築
などを行うときは、景観法及び大野市景観条例に基づく届出が必要です。

55デザインコントロール : 地域の特性にふさわしい良好な景観形成を図るため、広告物の形状や材質、色彩などについて助言や指
導を行うことです。		

現　状

▶	 平成18年に景観行政団体53となり、大野市景観計画に基づく景観形成とまちづくりを積極
的に進めてきましたが、人口減少や住宅地の郊外化が進んだことにより、中心市街地に空
き家や空き地が増え、街並みが途切れた状態になっています。

▶	 七間通りから寺町通り、石灯籠通りへと続くまちなか観光ルートにおいて、電柱や電線が
景観を阻害しています。

▶	 昭和40年代から50年代に整備された都市公園が全体の半数以上を占め、施設の老朽化が
進行しています。

▶	 住宅の確保に配慮が必要な高齢者や障がい者に向けた低家賃低層階の住宅が少なく、ニー
ズに応じた提供ができない状態です。

▶	 大野市は地震が少ないことに加え、跡継ぎがいないことや経済的な負担が大きいことか
ら、市民、特に高齢の世帯が住宅の耐震改修工事に消極的であり、耐震化が遅れていま
す。

▶	 上水道や簡易水道は、施設や経営の統合などを踏まえて計画的に事業を進めていますが、
人口減少により料金収入が減少しています。

▶	 公共下水道は、計画的に整備や改良を進めていますが、加入率は低迷しています。
▶	 農業集落排水処理施設は、老朽化した施設の維持管理経費が増大し、人口減少により料金
収入は減少しています。

課　題

▶	 空洞化が進む市街地において、景観に配慮した住みやすいまちづくりを行う必要がありま
す。

▶	 景観形成地区54における景観向上の継続・促進や良好な景観を保全するための屋外広告物
の改善とデザインコントロール55、まちなか観光ルートにおける無電柱化を進める必要が
あります。

▶	 公園については、施設の適正化、長寿命化を図り、維持管理費を削減する必要がありま
す。

▶	 市営住宅の計画的な長寿命化と適切な管理を行う必要があります。
▶	 住宅の耐震化の必要性について市民の意識を高め、耐震化を促進する必要があります。
▶	 上水道や簡易水道は、人口減少や施設の老朽化などに対応した、効率的で持続可能な維持
管理や施設の更新、料金の改定、加入の促進などによる安定した経営基盤をつくる必要があ
ります。

大野らしい景観が守られ、
快適に暮らすことができる生活環境が整ったまち
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▶	 公共下水道の整備を計画的に進めるとともに、下水道の重要性を啓発し、加入の促進を図
る必要があります。

▶	 農業集落排水処理施設について、効率的で持続可能な維持管理や施設の更新、料金の改定
などによる安定した経営基盤をつくる必要があります。

施　策

１　景観に配慮したまちをつくります
①中部縦貫自動車道県内全線開通や北陸新幹線福井・敦賀開業などの社会情勢の変化を見
据え、大野市都市マスタープランを改訂し、新たに必要とされる土地利用の誘導や都市
施設整備などによるコンパクト・プラス・ネットワーク56のまちづくりを進めます。

②転入者への住宅取得補助や子育て世帯などへの家賃助成など、市内での居住に支援しま
す。

③景観形成地区における町家などの外観修景に重点的に補助することで、住民とともにま
ちづくりを推進し、まちなかの景観保全と形成を行います。

④屋外広告物に対する指導の徹底や助言を行うとともに、不適格となる屋外広告物の改善
や除却に対して経費の一部を助成します。

⑤まちなか観光ルートなどの無電柱化を促進します。
⑥都市公園施設の適正化と長寿命化を推進します。

２　安全で快適な住宅環境を整備します
①生活援助などのサービスが付いた高齢者向け優良賃貸住宅を供給する民間事業者に対
し、家賃低廉化に要する経費の一部を助成し、快適な住環境の確保を支援します。

②住宅の耐震診断や耐震改修、ブロック塀の除却などへの支援策を充実させるとともに、
耐震化の重要性や支援策を市民に伝え、安全な住環境整備を促進します。

③中挾団地や国時団地の長寿命化に向け、施設や設備の改善を計画的に行います。

３　上下水道基盤を整備し適切な維持管理を行います
①上水道や簡易水道は、施設規模を適正化し、老朽化した施設を計画的に更新するととも
に、上水道と簡易水道の施設や経営の統合を進め、経営基盤を強化します。

②公共下水道は整備を継続し、未普及地を解消するとともに、供用開始区域における加入
を促進します。

③農業集落排水処理施設は、効率的で持続可能な施設の維持管理や更新を行います。
④公共下水道と農業集落排水処理施設は、人口減少社会に対応した施設機能を維持するた
め、最適化の検討を行います。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①住宅などの安全性や耐震性に対する意識を高めます。
②自宅や集会場などの周辺に花を植えるなど、景観づくりの活動に参加します。
③地域の清掃活動に参加します。

56コンパクト・プラス・ネットワーク : 人口減少や高齢化が進む中で、地域の活力を維持するとともに、医療・福祉・商業などの生
活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携して進めるコンパク
トなまちづくりのことです。
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

住宅の耐震化率 人が居住している住宅数に対する耐震性を有する
住宅数の割合 71.9 79.0 ％

上水道有収率57 給水する水量と料金として収入のあった水量と
の比率 70.0 73.0 ％

関連する個別計画

・大野市立地適正化計画
・大野市都市マスタープラン
・大野市景観計画
・大野市建築物耐震改修促進計画
・大野市公営住宅等長寿命化計画
・大野市営水道事業基本計画
・大野市汚水処理施設整備構想
・大野市公共下水道基本計画
・生活排水処理基本計画
・公営企業の経営戦略

57上水道有収率 : つくった水道水が、どの程度みなさんに届けられているかを示す割合が有収率であり、この値が高いほど無駄な
く水道水を供給できているということになります。
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

目指す姿

14  消防・減災

58消防緊急通信指令システム : 119番通報から災害活動終了までの、あらゆる緊急業務全てをコンピューターによって制御するシ
ステムです。

59流 域 治 水 : 気候変動による水害リスクの増大に備えるため、堤防やダムなどの河川整備だけでなく、貯水池の
整備や避難体制の強化など、流域のあらゆる関係者が協働し、流域全体で行う治水対策のことで
す。

現　状

▶	 気候変動により、全国で豪雨による河川の氾濫や土砂災害が多発し、激甚化しています。
▶	 赤根川や清滝川の河川改修事業が進んでいません。
▶	 災害時に備え、水道管路のループ化や拠点避難所などへの上水道整備、管路の耐震化な
ど、計画的に水道の施設整備や改良を行っています。

▶	 火災や救急などの発生時には、迅速かつ的確な消防・救急活動が行われており、消防に必
要な水利が十分でない箇所については、耐震性防火水槽を計画的に整備しています。

▶	 消防体制の強化を図るため、消防車両を計画的に更新整備しています。
▶	 消防緊急通信指令システム58の適正な維持管理により、災害状況の早期把握、消防活動へ
の情報伝達が迅速に行われ、情報支援体制が確立されています。

課　題

▶	 緊急時の情報伝達の強化や災害時の資機材の備蓄を充実する必要があります。
▶	 市街地において耐震性防火水槽を整備する必要があります。
▶	 消防車両の適正な維持管理と、老朽化した消防車両の計画的な更新整備を進める必要があ
ります。

▶	 防災の観点から、赤根川と清滝川の河川改修事業を早期に進める必要があります。
▶	 水害リスクの増大に備えるため、流域全体で水害を軽減させる流域治水59を進める必要が
あります。

▶	 土砂災害対策事業を促進する必要があります。
▶	 災害により発生する災害廃棄物の処理を適正かつ迅速に行い、市民の生活環境の保全と速
やかな復旧・復興を果たすため、県の計画との整合性を図りながら災害廃棄物処理計画を
策定する必要があります。

災害に強い強靭なまちづくりが進み、
緊急時の情報伝達や消防・救急の体制が充実したまち
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施　策

１　災害に備えた体制を整備します
①緊急時にただちに初動体制がとれるよう、市民や関係機関への情報伝達体制の充実を図り
ます。

②災害時の資機材や避難所の設備などについては、感染症対策を考慮した上で整備しま
す。

③国や県、流域市町などあらゆる関係者が協働して、九頭竜川水系の流域全体で水害を軽
減させる流域治水に取り組みます。

④赤根川と清滝川について、早期に河川改修事業に着手し、総合的な治水対策を行うよ
う、引き続き県に要望していきます。

⑥土砂災害対策の推進について、引き続き県に要望していきます。
⑦水道の基幹施設の更新と耐震化を計画的に進めます。
⑧災害廃棄物処理計画を策定し、大規模災害発生時の災害廃棄物の適正処理に備えた取り
組みを推進します。

２　消防・救急体制を強化します
①消防水利60対策として、確実に水源を確保できる耐震性防火水槽の整備を進めます。
②火災や救急などに対応するため、消防車両や救急車両の更新整備を計画的に進めます。
③消防活動の根幹となる消防緊急通信指令システムを適正に維持管理します。
④消防や救急の高度な知識や技術を習得するため、職員を各種教育研修に派遣します。
⑤応急手当や予防救急を含めた普通救命講習の実施を推進します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①適切な応急手当が行えるよう普通救命講習を受講します。
②いざという時に備え、避難経路や情報の入手方法などを確認します。
③避難勧告などが発令されたときは、早めに避難します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

消防水利の充足率 消防水利が足りているエリアの割合 58.4 65.0 ％

防災メール登録者数 防災メール登録者数 1,471 3,000 人

普通救命講習の受講率 生産年齢人口に対する普通救命受講者の割合 37.0 40.0 ％

関連する個別計画

・大野市国土強靭化地域計画
・大野市地域防災計画
・大野市水防計画

60消防水利: 消防活動を行う際の水利施設であり、市町村が消防の目的で設置し、維持管理する消火栓、防火水槽などのことです。
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

目指す姿

15　道路

現　状

▶	 中部縦貫自動車道永平寺大野道路が平成29年７月に全線開通しました。
▶	 大野油坂道路の大野ＩＣ～和泉ＩＣ（仮称）間が令和４年度に開通する見通しとなり、着
実に工事が進められているとともに、和泉・油坂区間も早期開通に向けて工事が進められ
ています。

▶	 国道158号境寺・計石バイパスは事業用地の取得が進められ、用地取得が完了した箇所で
は工事が進められています。

▶	 市内の中挾から中保までを結ぶ一般県道皿谷大野線は、令和２年度に事業化され、令和10
年度の完成が予定されています。

▶	 国内では児童や未就学児らが死傷する痛ましい交通事故が発生しており、通学路や園外活
動箇所（散歩道）の安全対策が望まれています。

▶	 橋梁や道路舗装、消雪施設などの老朽化や劣化が進んでいます。
▶	 除雪を担う建設業において、担い手不足や除雪機械オペレーターの不足が顕在化していま
す。

▶	 降積雪量が予測困難な状況の中、安定した除雪業務収入が見込めず、除雪機械の計画的更
新や除雪機械オペレーターの安定雇用が困難な状況です。

課　題

▶	 中部縦貫自動車道の早期県内全線開通に向けて、整備の促進と関係機関における予算の確
保が必要です。

▶	 国道158号境寺・計石バイパスは、通勤や物流、防災、救急救命などのための重要な道路
であることから、事業用地の速やかな取得と着実な整備の促進が重要であり、事業化が決
定した一般県道皿谷大野線についても、早期の完成が求められています。 

▶	 子ども達が安全に通学や活動ができるように、通学路や園外活動箇所（散歩道）の安全確
保が必要です。

▶	 橋梁や道路舗装、消雪施設などの補修や更新に係る費用の増大が懸念されます。
▶	 市民の健康づくりや観光客のまち歩き、低炭素社会の実現のため、歩きたくなる道路空間
を創出する必要があります。

▶	 冬期間の安全で安心な道路交通の確保のため、維持可能な道路除雪体制の構築が必要で
す。

生活や産業の基盤となる安全な道路と
広域ネットワークが整備され、通勤圏や市場が拡大し、
交流人口の増加によりにぎわうまち
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61除雪車デジタル運行管理システム : 除雪車に搭載したＧＰＳ機能を活用することで、システム内の地図上で除雪車の位置や運行
状況がリアルタイムに把握でき、日々の運行管理や過去の軌跡データの蓄積、業務報告書の
作成の自動化や提出のオンライン化が可能となるシステムのことです。

施　策

１　幹線道路などの整備を促進します
①中部縦貫自動車道大野油坂道路大野ＩＣ～和泉ＩＣ（仮称）間の令和４年度の開通と和泉・油坂
区間の早期開通に向けた予算確保について、継続して関係機関に強く要望していきます。

②国道158号境寺・計石バイパスの早期全線開通や一般県道皿谷大野線の早期完成につい
て、関係者と連携し、引き続き国や県に要望していきます。

２　雪や災害に強い生活道路を整備、維持します
①橋梁や道路舗装、消雪施設などの長寿命化と耐久性の向上を図り、財政負担の軽減と平
準化を行います。

②生活道路や通学路などの利便性と安全性を確保するため、計画的に整備します。
③除雪車デジタル運行管理システム61の導入を検討するとともに、自動運転など除雪車の高
度化に関する先進情報を収集します。

④除雪業務が維持できるよう除雪業者を支援するとともに、異業種企業などの参入を促進し
ます。

３　健康づくりや低炭素社会の実現などに向けて取り組みます
①市民や観光客が楽しめるよう、安全で歩きやすい道路空間を創出します。
②自動車に依存せずに楽しんで移動ができる、自転車を活用したまちづくりを推進しま
す。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①道路の草取りや側溝の泥上げに協力します。
②徒歩や自転車による移動を心がけます。
③積雪時は除排雪に協力します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

補修橋梁数 橋梁長寿命化修繕計画に基づき実施
する橋梁補修数（累計） ― 41

(R3～7年度累計) 橋

消雪施設補修箇所数 消雪施設修繕計画に基づき実施する
補修件数（累計） ― 6

(R3～7年度累計) 箇所

関連する個別計画

・大野市国土強靭化地域計画
・大野市雪害対策計画
・大野市自転車を活用したまちづくり計画
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基本目標 4  「くらし環境」分野 豊かな自然の中で快適に暮らせるまち

目指す姿

16　公共交通

現　状

▶	 市民の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活における移動手段として必要不可欠な公
共交通を維持するため、ＪＲ越美北線の利用促進や広域路線バスの運行支援に加え、市営
バスやまちなか循環バス、乗合タクシーを運行しています。 

▶	 少子化や人口減少の進行、さらには新型コロナウイルス感染症の影響により、各公共交通
機関の利用者は減少しています。

▶	 運転免許自主返納者は、増加傾向にあります。
▶	 北陸新幹線福井・敦賀開業や中部縦貫自動車道県内全線開通に向けて整備が進められてい
るとともに、令和３年４月に道の駅「越前おおの　荒島の郷

さと

」が開駅します。

課　題

▶	 公共交通機関の利用者が減少し続ける中、運行経費は増大しており、将来にわたって持続
可能な公共交通とする必要があります。

▶	 自動車を運転できない人のニーズを把握し、地域の実情に応じた公共交通の運行方法を検
討する必要があります。

▶	 まちづくりと連携した公共交通体系の整備と充実を図り、多様な市民活動の活発化を促進
する必要があります。

▶	 北陸新幹線福井・敦賀開業や中部縦貫自動車道県内全線開通への対応、人口減少社会に対
応した新たな時代の地域交通を検討する必要があります。

誰もが利用しやすい公共交通網が整備されたまち
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施　策

１　公共交通の維持とまちづくりへの活用を推進します
①ＪＲ越美北線の利用促進を図るため、事業者と関係機関、関係団体が連携し、利便性向
上のための施策を検討するとともに、定期券や回数券の購入に対し助成します。

②「越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会」と連携し、市民が公共交通を日常的に利
用するきっかけとなるイベントなどを実施します。

③事業者と関係機関、関係団体が連携し、広域路線バスの利用促進と支援を行います。
④市営バスやまちなか循環バス、乗合タクシーの運行効果を継続的に検証し、より利用し
やすい公共交通へと見直しを図ります。

⑤市民生活や健康、交通安全、観光、環境など、さまざまなまちづくり施策と連携し、公
共交通の活用を図ります。

２　北陸新幹線福井・敦賀開業や中部縦貫自動車道県内全線開通、人口減少社会を見据え、
地域交通のあり方を検討します
①他市町や各交通事業者と連携してMaaSの導入を検討します。（再掲）[9：観光業2-⑦]
②首都圏や中京圏をターゲットとした新たな周遊ルートの開発を進めます。
③人口減少社会への対応や利用者のニーズに合わせた公共交通の運行方式を検討し、持続
可能な交通体系を目指します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①ＪＲやバスなどの公共交通機関を利用します。
②駅やバス停、沿線の美化活動に参加します。
③運転に不安を感じたら、運転免許証を返納します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

大野市内バスの
年間乗客数

市内公共交通（まちなか循環バス、乗合タクシー、
市営バス、京福バス大矢戸線）の年間乗客数 24,674 30,000 人

広域路線バスの
年間乗客数 広域路線バス（京福バス）の年間乗客数 205,329 225,000 人

JR越美北線の
年間乗客数 JR越美北線（全駅）の年間乗客数 336,307 346,800 人

関連する個別計画

・大野市地域公共交通網形成計画
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生き生きと輝くまち

「地域づくり」分野

基本目標
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基本目標 5  「地域づくり」分野 みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち

目指す姿

17  ひと・地域

62生活支援体制整備事業 : 高齢者の多様な日常生活を支える仕組みを充実させること、生きがいや介護予防につながる社会参加の
機会を確保するため、生活支援コーディネーターを中心に、住民主体の話し合いの場である協議体（公
民館単位の第２層協議体と、市単位の第１層協議体）を設置し、支え合い・助け合いの地域づくりを推
進する事業です。

現　状

▶	 市内各地区で、住民主体の地域運営や地域づくり活動が行われており、地域の課題解決に
向けた新たな取り組みが見られます。

▶	 生活様式と価値観の多様化などにより、地域の連帯感が希薄になってきており、自治会な
どの活動に参加する人が減っています。

▶	 核家族化や地域のつながりの希薄化により、子育ての知恵や経験を家族や地域で共有する
機会が少なくなっています。

▶	 自治会や団体においては、担い手の減少や高齢化などにより活動力が低下し、存続そのも
のが危ぶまれています。

▶	 地域の活性化や課題解決、住民同士の世代を超えた交流を進める事業に支援しています。
▶	 高齢者を地域で支える仕組みをつくるため、生活支援体制整備事業62が進められていま
す。

▶	 男女共同参画の精神と人権を尊重する心を育て、性別に関わりなく誰もが輝くことのでき
る社会の実現を目指して、地域団体と連携しながら、市民への啓発活動や学習活動を行っ
ています。

▶	 図書館は、本を借りるだけではなく、人との出会いやふれあいの場として、さまざまな年
齢層の市民に利用されています。

▶	 近年、大野市内において外国人居住者が増加しています。

課　題

▶	 人口減少や少子化・高齢化により、社会奉仕作業や伝統行事などの地域活動の継続が困難
な自治会が増加しているため、地域の活動や仕組みを検討する必要があります。

▶	 人や地域のつながりを大切にしながら、地域の関係団体との協働により、若者や女性など
多様な人材を確保し、活力のある地域を次世代につなげていく必要があります。

▶	 地域ぐるみの活動や世代間交流を促し、地域全体で子どもを育てる活動や高齢者の見守り
活動を進める必要があります。

▶	 性別による固定された役割意識や社会慣行がいまだに残されているため、男女が対等に生
きる意識と社会環境づくりが必要です。

▶	 公民館は、社会教育施設としてだけでなく、地域の課題解決に向けた拠点としての機能が
必要です。

▶	 図書館は、幅広い年齢層に応じた図書の充実を図るとともに、世代を超えて交流ができる
事業を実施する必要があります。

▶	 国や県においては多文化共生社会の実現に向けた取り組みが進められており、大野市にお
いても関係機関と協働して事業を実施し、地域在住の外国人との相互理解を進める必要が
あります。

市民が、生涯にわたって主体的に学び、
地域づくりに積極的に取り組むまち
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施　策

１　地域を担う人づくりや生涯学習を推進します
①若者や女性をはじめ、より多くの人たちの地域活動への参加を促し、地域に必要な人材
を育成します。

②公民館の行事や講座、地域団体の活動を通し、世代間交流を図ります。
③住民主体の地域づくりを一層進めるため、地域ごとの課題解決に向けた検討や既存の地
域を運営する組織の見直しに対する取り組みを支援します。

④誰もが、生涯を通して時代に即した学習が行えるよう、生涯学習センターや公民館、図
書館などが一体となって情報を発信し、学習の機会を提供します。

⑤大野市男女共同参画プランや大野市人権施策基本方針に基づき、市民への啓発活動や学
習活動などを行い、男女共同参画の社会を推進し、人権を尊重する人づくりに取り組み
ます。

２　地域での交流を深め、支え合いを広げます
①地域の活性化や課題解決、住民の世代間交流などを進める事業を支援します。
②地域による登下校の見守り活動を行うとともに、地域ならではの行事への参加や自然と
の触れ合いなど、子どもたちの人や自然と関わるさまざまな機会をつくります。（再
掲）[２：学び３−③]

③隣近所の見守りや声掛け、移動支援、買物支援、雪下ろし支援など、地域で暮らしてい
くための支え合いの仕組みづくりを進めます。（再掲）[4：地域福祉2-②]

④同じ地域内での交流だけでなく、他の地域や他の市町と交流する機会を創出します。
⑤国際交流活動を通じて国際感覚を養うとともに、地域在住の外国人との相互理解を深
め、多文化共生社会の実現を目指します。

３　地域住民が利用しやすい活動拠点をつくります
①地域づくりや生涯学習の拠点として、働く世代や子育て世代などあらゆる世代が公民館
を利用できるよう運営方法を工夫し、地域住民が気軽に集うことができる身近な公民館
とします。

②身近な地域活動の拠点である各自治会の集会施設の整備支援を行い、コミュニティ活動
の拠点確保を進めます。

③図書館の蔵書の充実を図り、市民の学習や情報収集へのニーズに対応します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①地域の活動に楽しんで参加します。
②近所で日常的な声掛けを行います。
③男女に関係なく、地域や団体の役員を引き受けます。
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基本目標 5  「地域づくり」分野 みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

公民館利用回数 市民１人当たりの年間公民館利用回数（他
所で行った公民館事業参加者数を含む） 3.61 3.66 回

図書館利用回数 市民１人当たりの年間図書館利用回数 2.98 3.2 回

検討会の開催 地域課題解決に向けた住民主体の検討会を
開催した地区 ― 9 地区

関連する個別計画

・教育に関する大綱
・結の故郷ふるさと教育推進計画
・大野市男女共同参画プラン
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基本目標 5  「地域づくり」分野 みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち

目指す姿

18  防災力・防犯力

63自 主 防 災 組 織 : 住民が自治会や地域ごとに協力して、地域ぐるみで防災活動を行うための組織です。日頃から災害に備えたさま
ざまな取り組みを実践するとともに、災害が発生した際には被害を最小限に食い止めるための活動を行います。

64避難支援プラン: 災害時に１人で避難することが困難な避難行動要支援者に対して、地域（自主防災組織または自治会）の協力の
もと個別に作成する支援計画です。地域で避難の支援が迅速に行えるよう、平常時から、緊急連絡先や避難時に
配慮すべき内容、支援者などについて定めます。

現　状

▶	 気候変動により、全国で豪雨による河川の氾濫や土砂災害が多発しています。また、新型
コロナウイルスの感染拡大が避難所の運営体制に影響を及ぼしています。

▶	 消防団員の高齢化や減少が進む中、各種災害に対応できるよう資器材の整備や教育訓練の
充実に努めています。

▶	 100人体制の結の故郷女性分団では、女性の持つソフトな面を生かした活動を行っていま
す。

▶	 大野市における自主防災組織63の結成率は、令和元年度末で96.6％となっています。
▶	 犯罪や事故を未然に抑止するため、防犯隊や安全で安心なまちづくり推進会議による夜間
の防犯パトロールや啓発活動を実施しています。

▶	 高齢者が当事者となる交通事故の割合が高く、シートベルト装着義務違反者の割合は県内
市町の中でも高くなっています。

▶	 幅広い年齢層にスマートフォンの利用が普及しつつある中で、情報通信に関わる消費者相
談が増加しているほか、特殊詐欺などの被害やハガキによる架空請求の相談も依然として
多くなっています。

▶	 人口減少や高齢化の進行により管理不全な空き家が増加しています。

課　題

▶	 自然災害から市民の生命を守るため、地域においても防災力を強化する必要があります。
▶	 災害時における関係機関の連携体制を強化して避難所を整備するとともに、各地区の自主
防災組織や各種団体などでも、感染対策を講じた避難や避難所の運営について、訓練する
必要があります。

▶	 避難支援プラン64の作成が進んでおらず、地区住民や要支援者の意識を高める必要があり
ます。

▶	 犯罪や事故を防止するための取り組みを継続していく必要があります。
▶	 横断中の歩行者の保護や、飲酒やあおりなどの危険運転の防止など、交通ルールの遵守と
自動車の運転マナーの向上について、啓発する必要があります。

▶	 児童や若年層、高齢者などあらゆる年代に消費者教育を行う必要があります。
▶	 所有者や管理者の当事者意識を高めることで空き家の発生を抑制し、空き家となった場合
には、売却譲渡による有効活用や解体の手続き、処理を促す必要があります。

地域の防災力・防犯力が高まり、
災害や事故に備えた体制が整ったまち
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65総合防災マップ: 国や県が公表した洪水浸水想定区域図や水害リスク図に基づき、令和２年１０月に大野市が作成したハザードマッ
プのことです。浸水が予想される区域や浸水の深さ、浸水が続く時間を記載しているほかに、避難所の一覧や避難
行動の目安、避難をするために必要となる情報やその情報の入手先、緊急連絡先および避難時の備えと対策（非常
持出品・風水害対策）などを記載しています。

66特 定 空 家 等 : そのまま放置すれば倒壊などの著しく保安上危険となるおそれのある状態、または、著しく衛生上有害となるおそ
れのある状態、適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態、その他周辺の生活環境の
保全を図るために放置することが不適切である状態の空家等のことです。

施　策

１　地域における防災力の充実と強化を図ります
①自主防災組織の防災訓練などを通じ、消防団と自主防災組織とのつながりや連携を強化し
ます。

②総合防災マップ65を市民に周知し、自主防災組織の地区防災計画作成を促進するとともに、
自主防災組織や自治会が要支援者を安全に避難誘導するため、避難支援プランの作成を促
進します。

③感染症対策を講じた避難や避難所の運営方法について訓練を実施します。
④女性消防団員の優しさやきめ細かさを生かし、高齢者世帯への防火訪問など、地域に密
着した活動を行います。

２　犯罪や事故を防止します
①防犯隊や安全で安心なまちづくり推進会議による夜間の防犯パトロールや啓発活動を継
続して行います。

②市民が消費者被害に遭わないよう、学校や地区、団体などを通して啓発活動を行います。
③幼児や児童、高齢者を対象にした交通安全教室や講座などを充実します。
④大野市交通指導員による街頭啓発や交通安全パトロールを実施します。

３　空き家などの対策を推進します
①土地や建物の所有者に対し、空き家の発生抑止と適正な管理指導を徹底します。
②民間事業者と連携し、空き家の売却や譲渡、解体などを促進します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①災害に備え、備蓄品の準備や避難場所の確認を行い、地域の避難訓練に参加します。
②防犯に対する意識を高め、住居や自動車、自転車の施錠や近所への声掛けなどを行います。
③正しい交通マナーを実践します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

自主防災組織の活動 結成した自主防災組織の活動割合 20.0 100.0 ％

総合防災マップ説明会の開催 総合防災マップ説明会の開催地区の割合 2.0 100.0 ％

刑法犯認知件数 市内の刑法犯年間件数 77 70以下 件

存在する特定空家等66の件数 存在する特定空家等の件数 16 0 件

関連する個別計画

・大野市地域防災計画
・大野市避難行動要支援者の避難支援プラン作成計画
・越前おおの空家等対策計画
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基本目標 5  「地域づくり」分野 みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち

目指す姿

19　文化芸術

現　状

▶	 文化会館は、耐震性の問題が指摘されているとともに、空調や舞台照明などの設備の経年
劣化が著しく進んでいます。

▶	 市民が所有する優れた絵画などを活用するとともに、イベントなどを通して大野市にゆか
りのある芸術家に触れる機会を創出しています。

▶	 市美展や文化祭の実施、市民が行う文化活動への支援などを通して、人材育成と文化振興
を図っています。

▶	 郷土の歴史や文化財、伝統文化を地域の魅力として利活用しようとする動きがみられま
す。

▶	 伝統文化の担い手や文化財の管理者が減少しており、保存継承が困難になりつつありま
す。

▶	 大野市には古生代から中生代のさまざまな地層が広く分布し、国際的に重要な研究フィー
ルドとなっています。

課　題

▶	 文化芸術を振興するための拠点が必要です。
▶	 市民の文化活動の底辺を拡大するために、文化芸術に触れる機会の充実が必要です。
▶	 伝統文化の継承や文化財の維持管理のための取り組みが必要です。
▶	 国内外から注目されている大野市の地質や化石をさらに多くの方に知ってもらうため、関
係機関や関係団体と協力した調査研究と保護に向けた取り組みが必要です。

市民が文化や芸術に親しみ、文化財や伝統文化が継承され、
郷土の歴史や文化の魅力が発信されているまち
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67文化遺産・自然遺産:『文化遺産』や『自然遺産』、『複合遺産』は、本来、「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」で定められて
いるものですが、ここでは文化財保護法に定める「文化財」を『文化遺産』とし、『自然遺産』は、世界遺産に登録され
るための４つの評価基準でもある「地形･地質」「生態系」「自然景観」「生物多様性」を満たすものとしています。

施　策

１　文化芸術の振興と継承を推進します
①文化水準の向上を目指し、文化活動の拠点となる新たな文化会館の整備について検討を進
めます。

②市民が気軽に参加し、文化芸術に触れることのできる機会を創出します。
③市民の文化芸術活動への支援を引き続き行い、文化芸術の振興を促進します。
④地域の伝統行事や伝統芸能、伝統料理などを子どもたちに伝える活動を推進します。
（再掲）[２：学び３−④]

⑤市内に所在する国や県、市の指定文化財などを良好な状態で後世に伝えるため、所有者
や管理者の負担軽減を図ります。

⑥「大野市文化財保存活用地域計画」を策定し、計画に基づいた文化財の保存と活用を推進
します。

２　文化遺産・自然遺産67を保護し活用します
①文化財を保存継承するために、新たな文化財の発掘に努め、指定文化財などの増加を図り
ます。

②化石を産出する地層や淡水型イトヨとその生息環境などの自然遺産を保護し活用するた
め、研究機関と協力して調査研究と活用を進めます。

３　郷土の歴史や文化の魅力を発信します
①博物館などにおいて、展示や講座、講演会などを開催し、郷土の成り立ちや文化財、伝
統文化に対する市民の理解を深めます。

②郷土の歴史や文化財、伝統文化を市内外に発信します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①一人一人が大野自慢を持ちます。
②市外の人にも祭りや伝統文化を楽しんでもらえるよう働き掛けます。
③市内で開催される美術展や音楽会、講演会などを見たり聞いたりします。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

公演などの参加人数
の割合

人口に対する市が主催および支援する
文化公演の年間参加人数の割合 37.5 45.0 ％

博物館などにおける
企画展や講座開催数 博物館などにおける企画展や講座開催数 3 5 回

関連する個別計画

・教育に関する大綱
・大野市文化会館整備基本構想
・大野市文化会館整備基本計画　　
・大野市文化財保存活用地域計画
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基本目標 5  「地域づくり」分野 みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち

20　移住定住

目指す姿

68ＩＪＵサポートチーム : 大野市への移住定住を希望する人や移住した人をサポートするための大野市役所内の専門チームです。

現　状

▶	 移住に必要とされる就業や教育、住宅などの担当者が集まった越前おおのＩＪＵサポート
チーム68会議で、移住希望者の情報共有や、きめ細かなサポートを行っています。

▶	 農作業体験や先輩移住者との交流、お試し暮らしなど、移住希望者の要望に添った移住体
験を実施しています。

▶	 移住定住サイト「オオノグラシサイト」で市の移住定住に関する情報を発信し、年間約
３万件の閲覧があります。

▶	 新型コロナウイルス感染症の拡大により、大都市圏への人口集中の脆弱性が改めて顕在化
し、地方回帰への関心が高まっています。

▶	 人口減少が進む中、定住促進に向けて、移住者の住宅取得やリフォームに対し助成してい
ます。

▶	 定住のための住宅取得支援については、新築住宅に対する助成は需要があるものの、空き
家の取得やリフォームに対する助成件数は年々減少傾向にあります。

課　題

▶	 地方回帰への関心が高まっているものの、大野市にはまだ十分に波及しておらず、大都市
圏在住者に大野市に関心を持ってもらうための情報発信が課題です。

▶	 人口減少により空き家の数は増えていますが、空き家情報バンクへの登録物件は少なく、
制度を周知する必要があります。

▶	 定住促進に向け、優良な空き家の効果的な利活用を促す必要があります。
▶	 移住者と住民との交流がうまくいかず、定住につながらないことがないよう、移住後のサ
ポートを行う必要があります。

「大野に住みたい、住み続けたい」という人が増え、
移住者を受け入れる環境が整ったまち
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69Ｕ I ターン : ＵターンとＩターンのことで、Ｕターンとは、進学や就職などの理由で出身地から都市へ移住した後、再び出身地
へ移住することで、Ｉターンは、出身地以外の場所に移住することです。

施　策

１　住まいや仕事の確保を支援します
①ＵIターン69を希望する人に対し、きめ細かな相談体制を確立します。
②有効活用できる空き家物件の掘り起こしと空き家情報バンクへの登録を促進し、空き家
の利活用を図ります。

③移住や定住の希望者の住宅取得やリフォームに対し支援します。

２　地域での受け入れ環境を整えます
①移住者を受け入れる体験会や交流会を行う地区に対し支援します。
②移住後のサポートとして、地域住民との交流会を開催し、出会いと情報交換の場を提供し
ます。

③大野市で地域おこし協力隊として活動してきた隊員が定着できるようサポートします。

３　大野の魅力を伝えます
①高校生や大学生に大野市のＳＮＳ登録を推奨し、「大野へかえろう」と思ってもらえる
情報や県内の企業情報などを発信し、大野市への定住を促進します。

②大都市圏在住者が、「新しい生活様式」に添った大野市での楽しい生活がイメージでき
るよう情報発信を行うとともに、大野市に実際に来て、大野の良さを体験できるよう移
住体験メニューの充実を図ります。

③県や他市町と連携し、大都市圏で大野市の魅力や移住定住施策を発信するとともに、オ
ンラインを活用した相談体制を整え、きめ細かなサポートを行います。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①市外から来られた人を「結の心」で受け入れます。
②大学などに進学した家族に、地元企業の魅力や暮らしやすさを発信します。
③大野に住む者自身が、大野を愛し大切にします。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

定住のための
住宅取得等助成件数

定住のための住宅取得及び
リフォームに対する助成件数（累
計）

― 50
(R3～7年度累計) 件

総人口に対する
20～40代人口の割合

総人口に対する20～40代人口の
割合 29.5 29.5 ％

移住相談件数 ＩＪＵサポートチームが受けた移
住相談件数（累計） ― 500

(R3～7年度累計) 件
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結のまちを持続的に

支える自治体経営

「行政経営」分野

基本目標

6
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基本目標 6  「行政経営」分野 結のまちを持続的に支える自治体経営

目指す姿

21　情報共有

70オープンデータライブラリ：ホームページでオープンデータとして公開できるデータを一覧にしたページのことです。
71関 係 人 口 :「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のことです。
72ゆ い び と ：「結の故郷越前おおの」を愛し、応援する人のことです。
73ブ ラ ン ド 大 使：大野市出身やゆかりのある方々にご協力をいただき、大野市の優れた魅力を全国に広くＰＲし、大野市の知名

度アップ、イメージアップを図ることを目的に平成20年に「越前おおのブランド大使」制度を創設しました。
74オ ー プ ン デ ー タ：公共データを、営利・非営利を問わず誰もが自由に再利用を可能な形で公開することです。

現　状

▶	 ホームページやフェイスブック、ＬＩＮＥ、広報紙のスマホ配信アプリ、メディアなどを
活用し、新鮮で魅力ある情報を発信することにより、ホームページアクセス数が大幅に増
加し、情報の共有と市外に向けた情報発信の充実が図られています。

▶	 ＳＮＳを意識した「映
ば

える大野」を魅せるための仕掛けをつくり、行政だけでなく、市民
や観光客の発信力を活用した情報発信を行っています。

▶	 大野市のブランドキャッチコピー「結の故
く に

郷　越前おおの」については、市民の約６割が
認知しているものの、「結」を感じることが少なくなってきているという声もあります。

▶	 民間機関が実施する「地域ブランド調査」によると、令和２年度の大野市の認知度は625
位、魅力度は770位であり、県内他市と比較して低い順位となっています。

▶	 県と県内市町で共同公開しているオープンデータライブラリ70をはじめ、市のホームペー
ジにおいて、市が保有する統計情報や地理情報などの公共データを公開しています。

課　題

▶	 市民の視点で市民が必要とする新鮮で魅力ある情報や市民生活に役立つ情報を迅速に発信
するとともに、情報を一方的に発信するのではなく、市民の意見を市政に反映する必要が
あります。

▶	 大野市の認知度や魅力度を上げるため、プロモーション活動をさらに強化する必要があり
ます。

▶	 ブランド発信に関わる「関係人口71」を増やすため、従来のゆいびと72やブランド大使73だ
けでなく、市外や県外の大学生、企業など新たなファンを獲得するとともに、大野市への
思いを高めてもらう必要があります。

▶	 オープンデータ74の提供がまだ少ないため、県と連携し、活用できるデータを整理して公
開していく必要があります。

市内外に大野の魅力が発信され、市民に行政情報が正確に
伝わり理解され、市民の意見が市政に生かされているまち
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施　策

１　情報発信や情報提供の充実を図ります
①市民が知りたい情報を効果的に提供するために、広報おおのや公式ホームページをはじ
め、さまざまな情報発信手段を活用して、あらゆる世代に必要な情報が届くよう広報活動
を進めます。

②大野市が誇る人や歴史、文化、伝統、自然環境、食などの地域資源や取り組みについ
て、ターゲットを設定した効果的な手法により情報発信します。

③道の駅「越前おおの 荒島の郷
さと

」開駅や北陸新幹線福井・敦賀開業、中部縦貫自動車道の
県内全線開通を見据えて、中京圏や北陸圏、首都圏へのメディアセールスやＳＮＳなど
を活用したＰＲ広告を強化します。

④大野市を応援したくなる取り組みやふるさと納税制度の活用により、新たなファンを獲
得し「関係人口」の拡大を図ります。

⑤オープンデータの種類を増やし、市民や民間事業者などによるデータの二次利用を促進し
ます。

２　施策などの情報を市民と共有し、市民の意見を市政へ反映します
①広報おおのやホームページ、市民向け説明会などを通して施策や事業などの情報を共有
し、市に寄せられる意見や、議論を行って得た考えについて十分に検討し、市政に反映しま
す。

②各種計画策定委員会などにおいて、若者や女性など幅広い層の意見を聴取して施策に反映
します。

③各種審議会の会議内容をホームページで公表し、市民との情報共有を図ります。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①大野市の広報紙やホームページを見ます。
②大野市が発信するＳＮＳに登録します。
③ＳＮＳや「クチコミ」により市外の方にも大野市の情報を伝えます。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

市ホームページアクセス
件数

市ホームページにアクセスした
延べ件数（累計） ― 5,530,000

(R3～7年度累計) 件

関連する個別計画

・大野市行政改革推進プラン
・越前おおのブランド戦略
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基本目標 6  「行政経営」分野 結のまちを持続的に支える自治体経営

目指す姿

22　協働・連携

75ふくい嶺北連携中枢都市圏：福井市を中心とした嶺北11市町（福井市、大野市、勝山市、鯖江市、あわら市、越前市、坂井
市、永平寺町、池田町、南越前町、越前町）からなる広域連携の組織で、平成31年４月に連携協
約を締結しました。

現　状

▶	 少子化・高齢化や核家族化の進行、生活スタイルや価値観の多様化などにより、地域の連
帯感が薄れてきており、地域の課題を地域で解決する力が低下してきています。

▶	 大学や民間企業との連携は、行政の課題解決の一助となっています。
▶	 姉妹都市や友好市町などとの自治体間交流を推進し、市民レベルの交流も行われていま
す。

▶	 ふくい嶺北連携中枢都市圏75により、嶺北11市町が連携して、観光や児童福祉、情報シス
テムなどの分野で共同して事務を行っています。

課　題

▶	 多様化している市民ニーズに応えていくためには、多様な主体が深く連携して相互の力を
発揮し、相乗効果が生まれる仕組みづくりが必要です。

▶	 市民自らが地域の実情や課題を認識し、これからの地域の在り方について主体的に議論す
る場が不足していることや、活動する市民を掘り起こすことが課題です。

▶	 姉妹都市や友好市町などと市民レベルの交流を促進する必要があります。

自治会や団体、学校、企業、行政など、さまざまな活動主体が、
お互いの立場と役割を理解し、協働・連携してまちづくりに
取り組むまち
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76一部事務組合：地方公共団体が、その事務の一部を共同して処理するために設ける特別地方公共団体のことで、福井県市町総合
事務組合や大野・勝山地区広域行政事務組合などが該当します。

施　策

１　市民協働のまちづくりを進めます
①市と市民、団体が協働して地域の総力を発揮できる体制づくりや地域ごとの課題解決に
向けた検討に対する取り組みを支援します。

②地域の資源や特性を生かした自主的な地域づくりや、人づくりの取り組みを支援しま
す。

③市政に関する情報を積極的に提供し、若者や女性など多様な層から意見を聞き、そのア
イデアを市政や地域づくりに生かします。

２　他の自治体などとの協働や連携によるまちづくりを進めます
①高校や大学、民間企業との連携と交流を図り、地域課題の解決に取り組みます。
②姉妹都市や友好市町などとの交流や協定により、市民交流や自治体交流を通じたまちづ
くりや緊急時の応援体制の構築を進めます。

③ふくい嶺北連携中枢都市圏や一部事務組合76などの広域連携により、広域的な行政事務を
効率的・効果的に取り組みます。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①学校や職場、団体の活動を通してまちづくりに参加します。
②情報を積極的に受け取ります。
③姉妹都市や友好市町と交流します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

検討会の開催
（再掲）

地域課題解決に向けた住民主体の検討
会を開催した地区 ― 9 地区

姉妹都市などとの
交流事業参加者数

姉妹都市等交流事業補助金を活用して
行った交流事業の参加数（累計） ― 1,300

(R3～7年度累計) 人

関連する個別計画

・大野市行政改革推進プラン
・大野市市民協働指針
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基本目標 6  「行政経営」分野 結のまちを持続的に支える自治体経営

目指す姿

23  市民サービス

現　状

▶	 ＩＣＴ（情報通信技術）の進展は、社会や経済、生活などの幅広い分野にその影響が及ん
でいます。また、新型コロナウイルスの感染拡大を契機に進められている「新たな日常」
を構築するため、社会全体のデジタル化が進んでいます。

▶	 国において、押印・対面・書面原則の撤廃や情報通信政策の一元化が進められており、デ
ジタル化を加速する動きがあります。

▶	 国はマイナンバーの活用を促進しており、大野市においても申請方法の周知や窓口の拡充
により積極的にマイナンバーカードの普及を進めています。

▶	 大野市においても、申請や届出のオンライン化を進めているほか、市税などのコンビニ収
納や窓口手数料などのキャッシュレス決済の導入を進めています

課　題

▶	 都市部との情報格差が生じないよう、地域情報化を着実に推進し、情報通信機器の各種分
野にわたる活用を促進する必要があります。

▶	 各種手続きの電子申請システムへの登録や利用を進めるためには、セキュリティの確保や
個人情報の保護に留意するとともに、利用者目線での利便性向上に一層取り組む必要があ
ります。

▶	 庁内に導入された各種の事務システムについて、市民手続きの利便性向上や経費の縮減、
業務の改善といった効果を上げる必要があります。

▶	 マイナンバーカードの取得率は低く、利用も浸透していないことから、普及を進める必要
があります。

▶	 電子申請などの利用を促進するとともに、市民サービスの向上につなげるために、職員に
はデジタルスキルの向上と、市民に対して分かりやすく丁寧な説明を行うことが求められ
ます。

▶	 デジタル化のメリットを得ることが困難な場合でも、市民が必要な行政サービスを受ける
ことができる体制をつくる必要があります。

デジタル化が進む中、
誰もが利用しやすい市民サービスが提供されているまち
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77ワンスオンリー：一度提出した情報を再度提出することを不要とすることです。
78ワンストップ：市役所などの窓口において総合窓口を設け、さまざまな行政サービスをそこで受けられることです。
79リ モ ー ト：離れた場所にある二者が通信回線やネットワークなどを通じて結ばれていることを表します。

施　策

１　申請などの手続きのオンライン化を推進します
①市役所における全ての手続きを見直し、各種申請などのオンライン化を進めます。
②国や県などと連携したデジタル技術の活用を進め、行政の効率化やサービスの向上に取
り組みます。

③窓口における証明書発行手数料や公共施設使用料など、公共料金のキャッシュレス決済
を拡充します。

④国の進めるマイナンバー制度の活用拡大に合わせ、マイナンバーカードの普及促進と利活
用を進めます。

⑤庁内の情報連携を進め、一度提出した情報は再提出を不要とするワンスオンリー77化や手
続きのワンストップ78化を確立することで、市民の利便性の向上に努めます。

２　分かりやすく丁寧な市民サービスを提供します
①新たな高度情報システムを導入することにより、迅速かつ正確な事務処理を行います。
②市民が自宅や職場において、市が主催する各種説明会や会議に参加したり、相談事がで
きるよう、リモート79会議や動画配信の活用を進めます。

③情報通信技術を活用した新しいサービスの利用に不安のある人に対しては、分かりやす
い説明などにより利用を支援するとともに、書面や対面などによる申請や手続きを併せ
て提供します。

みんな（市民・団体・企業）ができること

①オンライン申請やキャッシュレス決済など、新しいサービスを使います。
②マイナンバーカードを取得し、活用します。
③リモート会議や動画配信を利用します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

電子申請が可能となった
行政手続きの件数

電子申請が可能となった行政手続きの
件数 33 63 件

関連する個別計画

・大野市行政改革推進プラン
・大野市電子自治体推進指針
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基本目標 6  「行政経営」分野 結のまちを持続的に支える自治体経営

24　行財政

目指す姿

80インフラ資産：道路や河川、上下水道、港湾などの公共財産のことです。

現　状

▶	 市税をはじめとする自主財源の確保が難しく、地方交付税や国県支出金などの依存財源比
率が高い状況にあります。

▶	 行政サービスが多様化・複雑化する中で、行政事務の効率化が進んでいない分野がありま
す。

▶	 国においては、各自治体が独自に構築している住民基本台帳などの自治体システムを標準
化する動きがあります。

▶	 職員には、地域との関わりを大切にしながら、主体的に地域活動に参加すること、積極的
に新しいことや改革に取リ組むこと、課題を持って業務に取り組むことなどが求められて
います。

▶	 公共施設やインフラ資産80の老朽化が進み、大規模な改修や建替え、更新の時期を迎える
施設などが増加しています。

課　題

▶	 人口減少や新型コロナウイルス感染症による影響で税収の減少が見込まれる中、健全な行
財政基盤を維持し、市民が安心して住み続けられる行政経営を行っていくために、財源の
確保と経費の縮減が必要です。

▶	 限られた職員数と財源で行政サービスを維持し、多様な行政需要に対応するためには、デ
ジタル技術などを活用し、業務の効率化を図る必要があります。

▶	 行政組織としての機能を十分に発揮するため、職員一人一人の意識改革と資質の向上を図
る必要があります。

▶	 地域の発展や活性化に寄与する地域貢献活動について、引き続き職員の参加を促進してい
く必要があります。

▶	 公共施設やインフラ資産の老朽化に伴う不具合の増加や事故発生のリスクに対し、適切な
対応が必要であるとともに、公共施設などの在り方を検討していく必要があります。

▶	 市が保有する土地や建物、備品などの財産について、取得の経緯や状況を考慮した上で、
今後の必要性を十分に精査する必要があります。

計画的で効率的な財政運営と、市民の期待に応えられる
人材と組織により、安定した自治体経営が堅持されているまち
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81国民健康保険の県単位化：国民健康保険の財政運営の責任主体が市町から県に代わり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保
など、国保運営に中心的な役割を担い、制度の安定化を図るもので、平成30年４月に県単位化され
ました。

82公 営 企 業 会 計：上下水道事業において中長期的な財政運営を行うため、民間企業と同様に発生主義と複式簿記を取り
入れることにより、経営や資産などの状況を正確に把握することを可能にする仕組みです。

83財 政 調 整 基 金：年度間の財源の不均衡を調整するための積立金のことです。
84クラウドファンディング：インターネットを介して不特定多数の人々から少額ずつ資金を調達することです。
85Ｒ Ｐ Ａ ：「Robotic Process Automation」の略語で、これまで人間が行ってきた定型的なパソコン操作をソフ

トウエアのロボットにより自動化するものです。

施　策

１　持続可能な財政運営を行います
①安定的な財政運営を図るため、市税の適正な賦課と徴収率の向上を図ります。
②国民健康保険の県単位化81や簡易水道事業、下水道事業の公営企業会計82移行などの効果
を生かし、各会計を健全に運営するとともに、農業集落排水事業特別会計の公営企業会計
への移行を進めます。

③財政調整基金83の確保に努め、将来世代に過度な負担を残さないよう、市債発行額を抑制
します。

④ふるさと納税やクラウドファンディング84などを活用し、市民や市外在住者のまちづくり
への参加と財源の確保に取り組みます。

２　次世代を見据えた「シゴト改革」に取り組みます
①行政事務のデジタル化やシステムの一元化、ペーパーレスの実現に向けた文書の電子化
を検討し、事務の効率化を図ります。

②ＲＰＡ85やＡＩ（人工知能）などの導入や活用に対応するため、ＩＣＴスキルの高い人材
を育成します。

③事業や施策について評価や検証、改善を行い、効果的で効率的な事業の推進を図りま
す。

３　人材育成と組織の整備を進めます
①大野市人材育成基本方針に基づき、優秀な人材を確保するとともに、「市民に信頼さ
れ、ともに行動できる職員」としての意識改革や資質向上につながる研修などを実施す
ることで、組織全体の能力の向上を図ります。

②大野市定員適正化計画に基づく適正な定員管理のほか、時代に合わせた組織機構の見直
しや職員の適正配置を行うとともに、業務上のリスク管理を徹底し、組織の強化を図り
ます。

③職員の地域活動への参加を促進することで、市民と行政との新たなパートナーシップを
構築します。

４　市有財産を適正に管理し、効果的で効率的な活用を図ります
①公共施設やインフラ資産を適切に管理し、安全性の確保と長寿命化を図り、健全に運営し
ます。

②大野市公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設の見直しと再編を進めます。
③低未利用の土地や建物、備品などの財産について、貸付や売却などを推進します。
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基本目標 6  「行政経営」分野 結のまちを持続的に支える自治体経営

みんな（市民・団体・企業）ができること

①市政に関心を持ち、自らが参加する意識を持ちます。
②みんなが利用する施設を大事に使います。
③職員は、地域の活動に積極的に参加します。

成果指標

指　　標 内　　　　容 令和元年度
現　状

令和７年度
目　標 単位

財政調整基金残高 年度末の残高 16.4 20.0 億円

将来負担比率86 地方公共団体の財政の健全化に関する法律
に基づく比率 48.5 45.5 ％

関連する個別計画

・大野市行政改革推進プラン
・大野市電子自治体推進指針
・大野市人材育成基本方針
・大野市定員適正化計画
・大野市公共施設等総合管理計画

86将来負担比率：地方自治体の財政負担の程度を残高（ストック）ベースで表す指標のことです。
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№ 計画名称／計画の概要 掲載ページ

１ 教育に関する大綱
【令和３年度～令和７年度】

大野市の教育、学術、文化及びスポーツの振興に関する総合的な施策の
基本的な方針を定めた計画です。

25、29、
42、80、85

２ 大野市子ども・子育て支援事業計画
【令和２年度～令和６年度】

幼児期の教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するた
めに策定した計画です。 25、29

３ 大野市障がい児福祉計画
【令和３年度～令和５年度】

障害児通所支援や障害児相談支援の見込み量や提供体制の確保について
定めた計画です。 25、29、38

４ 大野市小中学校再編計画
【（改訂中）令和４年度～】

児童・生徒により良い教育環境を提供するために策定した計画です。 29

５ 結の故郷ふるさと教育推進計画
【平成28年度～令和３年度】

あらゆる年齢層の人と人、人と地域がつながる仕組みづくりや、家庭及
び地域の教育力の向上を目指すために策定した計画です。 29、80

６ 大野市子ども読書活動推進計画
【平成29年度～令和３年度】

子どもの読書活動を推進するために読書環境を整備し、次代を担う子ど
もたちが心豊かに育つことを目的として策定した計画です。 29

７ 越前おおの健康づくり計画「第3次健康おおの21」
【平成29年度～令和３年度】

市民が元気で心豊かに、安心して暮らすことができるように「生涯現
役、元気な大野人」を目指し策定した計画です。 34

８ 大野市国民健康保険特定健康診査等実施計画
【平成30年度～令和５年度】

特定健診・特定保健指導を推進し、メタボリックシンドロームの該当
者・予備群を減少させることで国民健康保険被保険者の健康の保持増進
と生活の質の維持・向上を図ることを目的に策定した計画です。

34

９ 越前おおの食育推進計画
【平成29年度～令和３年度】

市民一人一人が生涯にわたって、心身ともに健全で、豊かな食生活を実
現するために進める「食育」について、大野市の目指す方向性とその取
り組みを示した計画です。

34

第４編　総合計画を補完する個別計画等一覧

※令和３年４月１日現在
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10 大野市新型インフルエンザ等対策行動計画
【平成26年度～】

新型インフルエンザ等の発生前から対策を講じ、市民の健康被害並びに
日常生活及び社会経済機能への被害規模を最小限にとどめることを目的
として策定した計画です。

34

11 大野市地域福祉計画
【令和３年度～令和７年度】

すべての人が生涯を通じて安心して暮らせるよう社会全体で支え合う地
域福祉を推進するための計画です。 38

12 大野市自殺対策計画
【令和３年度～令和７年度】

「誰もが自殺に追い込まれることのない社会の実現」を目指して、自殺
対策を総合的かつ計画的に推進するため策定した計画です。 38

13 越前おおの高齢者福祉計画・介護保険事業計画
【令和３年度～令和５年度】

高齢者が尊厳を保ちながら暮らし続けることができる生涯活躍社会の実
現を目指すために策定した計画です。 38

14 大野市障がい者計画
【令和３年度～令和８年度】

市の障がい者施策の総合的かつ計画な推進を図るための理念や方針、施
策・事業について定めた計画です。 38

15 大野市障がい福祉計画
【令和３年度～令和５年度】

障害福祉サービスや地域生活支援事業の見込み量や提供体制の確保につ
いて定めた計画です。 38

16 大野市スポーツ推進計画
【平成23年度～概ね10年間】

市及び市内各種団体と市民が一体となって積極的なスポーツの振興を図
ることにより、明るく活力ある社会の実現を目指すために策定した計画
です。

42

17 越前おおの型 食・農業・農村ビジョン
【平成29年度～令和３年度】

農産物のブランド化とともに、農業と農山村の活性化や多様な経営体の
共生による農業振興策を推進し、「越前おおの型農業」の新たなる展開
を図るために策定した計画です。

45
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18 大野市農業振興地域整備計画
【平成25年度～】

農地の保全と、農業振興のための各種施策を計画的に実施するために定
めた総合的な農業振興の計画です。 45

19 越前おおのブランド戦略
【平成25年度～令和４年度】

越前おおののまちのイメージ向上を図ることを主眼として、越前おおのの
魅力を磨き、発信するブランド化への取り組みの基本的な方向性を示す計
画です。

45、49、
52、91

20 大野市森林整備計画
【令和３年度～令和１２年度】

市における森林関連施策の方向や森林所有者等が行う伐採や造林等の森
林施業に関する指針等を定めるもので、適切な森林整備を推進すること
を目的に策定した計画です。

47

21 大野市認定創業支援等事業計画
【平成27年度～令和６年度】

産業競争力強化法に基づき、地域の創業を支援し、中小企業の活力の再
生を目指すために、市と商工会議所が連携して取り組む事業について定
め、国が認定した計画です。

49

22 経営発達支援計画
【令和２年度～令和６年度】

小規模事業者の技術の向上、新たな事業分野の開拓などを支援するため
に、市と商工会議所が共同して策定し、国が認定した計画です。 49

23 事業継続力強化支援計画
【令和２年度～令和６年度】

小規模事業者の事業継続力強化を支援するため、市と商工会議所が共同
して策定し、国が認定した計画です。 49

24 越前おおの観光戦略ビジョン
【平成29年度～令和３年度】

地域資源を磨き、新たな地域資源を発掘するなどして、まちのにぎわいを
さらに高め、観光客が何度も訪れたくなるまちを目指すために策定した計
画です。

52

25 大野市環境基本計画
【令和３年度～令和12年度】

市・市民・事業者が本市の環境の保全及び創造について、それぞれの責
務を果たすとともに、互いに協力し合い、総合的かつ計画的に推進して
いくために策定した計画です。

60
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26 大野市水循環基本計画
【令和３年度～令和12年度】

大野市全域を一つの流域ととらえ、水循環に関する施策を総合的かつ一
体的に推進するために策定した計画です。 60、64

27 大野市汚水処理施設整備構想
【平成29年度～】

下水道などの汚水処理施設の特性を踏まえ、効果的・効率的かつ適正な
汚水処理の整備手法を選定するための構想です。 64、68

28 生活排水処理基本計画
【平成29年度～令和12年度】

長期的・総合的視点から計画的に生活排水処理対策を行うため、どのよ
うな方法で、どの程度の生活排水を処理するかを定める計画です。 64、68

29 大野市立地適正化計画
【平成29年度～令和17年度】

人口減少・超高齢社会下においても、都市の魅力を失うことなく、農村集落
や市街地など地域の暮らしを総合的に支え、「誰もが安全・安心、健康、快適
に暮らし続けることができる　コンパクトなまち越前おおの」の実現を目指
すために策定した計画です。

68

30 大野市都市マスタープラン
【平成23年度～令和12年度】

まちづくりや地域づくりの基本方針を定め、「豊かな自然環境や歴史、
文化を大切にし、市民の誇りと交流が育まれる元気なまち」の実現を図
るために策定した計画です。

68

31 大野市景観計画
【平成19年度～】

景観法に基づく適正な制限の下、地域の個性を生かした多様で良好な景
観形成を図るために策定した計画です。 68

32 大野市建築物耐震改修促進計画
【令和３年度～】

「建築物の耐震改修の促進に関する法律」の趣旨に基づき、「福井県耐
震改修促進計画」と連携して、市内の建築物の耐震診断及び耐震改修の
促進を図り、災害に強いまちづくりを進めるために策定した計画です。

68

33 大野市公営住宅等長寿命化計画
【令和元年度～令和10年度】

公営住宅の将来需要を推計し、市営住宅の供給や管理の在り方について
方針を定めた計画です。 68
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34 大野市営水道事業基本計画
【令和２年度～】

将来にわたって安定的に水道事業を継続していくため、水道事業の目指す
べき方向性を明らかにし、その実現に向けた取り組みを具体的施策として
示す計画です。

68

35 大野市公共下水道基本計画
【平成29年度～令和12年度】

公共用水域の水質保全や公衆衛生の向上等に寄与することを目的に、効
率的かつ効果的な整備を進めるために策定した計画です。 68

36 公営企業の経営戦略
【平成28年度～令和７年度】

上下水道事業などの公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続し
ていくための中長期的な経営の基本計画です。 68

37 大野市国土強靭化地域計画
【令和２年度～】

自然災害全般を対象に起こりうる災害のリスクを見極め、最悪の事態に
陥ることを避けられるよう、事前にとるべきハード・ソフトの取り組み
をまとめた計画です。

71、73

38 大野市地域防災計画
【平成28年度～】

市民の生命と財産を災害から守るため、大野市の地域に係る災害対策に
ついて定めた計画です。 71、83

39 大野市水防計画
【平成17年度～】

洪水による水災を警戒し、防御し、これによる被害を軽減する目的を
もって、市内各河川に対する水防上必要な事項を定めた計画です。 71

40 大野市雪害対策計画
【毎冬期】

雪害に関する具体的かつ計画的な対策を樹立し、その実施を推進するこ
とにより、市民生活の安定と産業の振興に寄与することを目的とし、毎
年策定する計画です。

73

41 大野市自転車を活用したまちづくり計画
【平成25年度～令和４年度】

自転車の通行空間ネットワークや駐輪場などのハード施策と、交通ルー
ルの遵守やマナーを向上させるためのソフト施策に関する方針を定めた
計画です。

73
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42 大野市地域公共交通網形成計画
【平成31年度～令和５年度】

本市における地域公共交通の現状や課題を踏まえ、さまざまなまちづく
り分野と連携した地域公共交通の基本方針や目標、実現するための施策
を示した計画です。

75

43 大野市男女共同参画プラン
【令和３年度～令和12年度】

男女共同参画社会基本法の理念にのっとり、大野市における男女共同参
画を推進する施策を体系化し、総合的かつ計画的に事業展開することを
目的に策定した計画です。

80

44 大野市避難行動要支援者の避難支援プラン作成計画
【平成28年度～】

国の「災害時要援護者の避難支援ガイドライン」に基づき、一人一人の
避難行動要支援者に対して、具体的な避難支援計画を作成する手順等そ
の他必要な事項を定めた計画です。

83

45 越前おおの空家等対策計画
【令和元年度～】

空家等の増加の抑止や適切な管理の促進、空家等の活用の促進により地
域の活性化を図るため、空家等対策の基本理念や対策に関する基本的な
方針を示した計画です。

83

46 大野市文化会館整備基本構想
【平成28年度～】

文化の継承と創造の中心としての役割を担う文化会館の整備を行うため
に策定した基本構想です。 85

47 大野市文化会館整備基本計画
【平成30年度～】

大野市文化会館整備基本構想の実現に向けて、新文化会館の整備を目的
に、整備コンセプトや管理運営の考え方などをまとめた計画です。 85

48 大野市文化財保存活用地域計画
【（策定中）令和４年度～】

文化財保護行政のマスタープランとして位置付け、文化財の保存・活用
に必要な方針と市民と協働で実施する施策をまとめた計画です。 85

49 大野市行政改革推進プラン
【令和３年度～令和７年度】

行政改革を進めるための具体的な取組内容や目標、工程などを定める計画
です。

91、93、
95、98
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50 大野市市民協働指針
【平成23年度～】

団体と市とが協働のまちづくりを進めるに当たって、お互いの目的を共有
化し、相互の関係や役割を理解して取り組むためのガイドラインとなるも
のです。

93

51 大野市電子自治体推進指針
【令和２年度～】

近年の情報通信技術の発展に対応するとともに、電子化による住民サービ
スの向上を図るため、自治体として電子化の推進に取り組むために策定し
た指針です。

95、98

52 大野市人材育成基本方針
【令和２年度～令和６年度】

業務の本質を理解しながら、時代の変化や課題に的確に対応できる意
識・能力を持った「市民に信頼され、ともに行動できる」職員を育成す
るための基本方針となるものです。

98

53 大野市定員適正化計画
【令和３年度～令和７年度】

人口減少社会を見据えつつ、当面の行政需要に的確に対応するため、必
要な職員数を確保し、中長期的に安定した行政サービスが提供できるよ
う定員の適正化を図るための計画です。

98

54 大野市公共施設等総合管理計画
【平成29年度～令和８年度】

公共施設の安全確保や適切な維持管理など、公共施設の管理に関する総
合的かつ基本的な方針やインフラ資産の長寿命化などに向けた基本的な
方針を定めた計画です。

98
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（１）第六次大野市総合計画の策定経過

月　日 審議会 幹事会 市民・市議会
令和元（2019）年

６月２日（日） 第１回（会長・副会長の選
任、諮問）

７月16日（火）
第１回
（幹事長・副幹事長の選
任、専門部会編成）

７月～８月 市民意識調査

８月～９月 地区別ワークショップ
（８会場で開催）

10月４日（金） 第２回　全体会、専門部会
11月28日（木） 第３回　全体会、専門部会
12月12日（木） 第４回　全体会
12月22日（日） 第２回

令和２（2020）年
１月23日（木） 第５回　全体会、専門部会
２月17日（月） 第６回　全体会、専門部会
３月１日（日） 第３回
４月１日（水）
～　16日（木）

基本構想（案）の
パブリックコメント実施

４月30日（木） 第４回（書面開催）
５月11日（月） 基本構想（案）の答申
５月28日（木）
５月29日（金）
６月１日（月）

第７回　専門部会

６月18日（木） 基本構想（案）の議決
７月６日（月）
７月９日（木）
７月10日（金）

第８回　専門部会

７月31日（金）
第８回※追加
こども部会　健幸福祉部
会

８月12日（水） 第５回
10月８日（木） 第９回　全体会、専門部会
11月５日（水） 第６回
11月30日（月）
　～
12月14日（月）

前期基本計画（案）の
パブリックコメント実施

12月24日（木） 第７回
令和３（2021）年

１月７日（木） 前期基本計画（案）の答申
２月16日（火） 第８回
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（２）市民意識調査の結果概要

　市民の方々の意識やまちづくりに対する意向を把握するため、市民意識調査を実施しまし
た。
　また、別の視点からの意見も参考とするため、移住者の方や大野市にゆかりのある方対象
の調査も実施しました。

『市民』

　　　対　　象：市内に居住する18歳以上の市民
　　　調査期間：令和元年７月19日～８月５日
　　　回 収 率：配布数 1,000　　回答数 327　　回答率 32.7％

『中高生』

　　　対　　象：市内の中学３年生、高校３年生
　　　調査期間：令和元年７月８日～７月19日
　　　回 収 率：配布数 562　　回答数 531　　回答率 94.5％

『ゆかりのある方』

　　　対　　象：大野市外在住で大野市にゆかりのある方
　　　調査期間：令和元年７月19日～８月５日
　　　回 収 率：配布数 300　　回答数 146　　回答率 48.7％

『移住者』

　　　対　　象：大野市に移住された方
　　　調査期間：令和元年８月19日～９月６日
　　　回 収 率：配布数 55　　回答数 11　　回答率 20.0％
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全体
    n=327

31.2 50.5 7.6
2.1

2.1

5.8

0%

0.6

20% 40% 60% 80% 100%

 60歳代

70歳以上

 n=88

今のところ住み続けたい

市外へ移りたい

市外へ移りたいが事情があって移れない

分からない

ずっと住み続けたい

事情があり、いずれ市外へ移る

無回答

今のところ住み続けたい

市外へ移りたい

市外へ移りたいが事情があって移れない

分からない

ずっと住み続けたい

事情があり、いずれ市外へ移る

無回答

今のところ住み続けたい

市外へ移りたい

市外へ移りたいが事情があって移れない

分からない

ずっと住み続けたい

事情があり、いずれ市外へ移る

無回答

 
全体

 n=49

29歳以下

 n=327

 n=27

30 歳代
 n=33

 40歳代

50歳代

 n=58

 n=70

31.2

25.9

21.2

31.0

25.7

34.1

42.9

50.5

51.9

51.5

51.7

52.9

51.1

44.9

7.6

3.7

12.1

8.6

10.0

8.0

2.0

2.1

7.4

3.0

1.4

6.1

2.1

6.1

4.3

2.3

5.8

11.1

6.1

8.6

5.7

3.4

4.1

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年

平成26年

  n=327

参考：平成21年、平成26年、令和元年の比較

  n=459

 平成21年
  n=388

31.2

33.6

48.2

50.5

45.8

33.0

7.6

5.9

5.4

2.1

3.1

3.1

2.1

3.7

3.1

5.8

5.7

3.1

0.6

2.4

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

『市民』

　問：大野市に今後も住みたいと思いますか。（１つ選択） 

【居住意向】
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全体 

 陽明中学校

上庄中学校

 n=108

 尚徳中学校

 n=34

和泉中学校

 n=22

 n=3

大野高校

 n=531

 大野高校
（定時制）

 n=135

奥越明成高校
 n=19

 開成中学校

 n=134

 n=76

23.0

10.4

5.3

25.4

22.4

33.3

23.5

50.0

33.3

20.5

29.6

26.3

8.2

34.2

14.8

20.6

18.2

17.9

13.3

26.3

32.1

13.2

11.1

11.8

9.1

33.3

37.9

46.7

36.8

32.8

30.3

39.8

44.1

22.7

33.3

0.8

5.3

1.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大野市内に住みたい

福井県内のどこかで住みたい

無回答

何年か市外に住んで、その後、大野市に住みたい

福井県外のどこかで住みたい

『中高生』　　

　問：高校や大学などを卒業後、大野に住みたいと思いますか。（１つ選択）

【卒業後、大野市外に住みたい理由】
大野は田舎すぎるから、都会での生活も経験してみたい。／大野は田舎でなんもないから。／大野よ
りは町な所に住んでみたい。／大野市は田舎すぎて不便。／田舎から出たい。／田舎が嫌。／都会に
行けば何でもあるから。／都会に行ってみたいから。／都会に住みたいから。／都会のほうが魅力的
だから。

福井県に買い物をするところがないから。／便利だし、買い物とかもたくさんできるから。スタ
バなどのチェーン店がたくさんあるから。

交通の便が悪いから。／電車が少ないから。／電車やバスの本数時間が他の市に比べて少ない。
どこか行こうと思っても車が必ず必要になる。

いい町だけど、就きたい職がない。／いろんな所で働きたいから。／ゲームデザイナーとかゲー
ムプログラマーになりたいから。／やりたい仕事が大野市外にあるため。／ろくな仕事がないか
ら。／楽しそうな仕事が多そうだから。／企業が少ない（働く）。

行きたい大学が市外にあるから。／行きたい大学が東京だから。／自分の行った大学の県に住み
たいから。／進学したい大学が市外にあり、そのままそこに住みたいから。

いろんなものを見てみたいから。／ずっと大野に住むよりもほかの土地に住んでみたいから。／もっ
とでかい世界へ行きたい、見たい。／もっと一人で自立ができるようにしたい。／一人で生活してみた
いから。／一度、大野市の外で住んでみたい。／家から出て一人暮らししたいため。／外国に住みたい
から、外国人としゃべりたいから。／世界に行きたいから。／大野では、自分の将来の夢が叶えられ
ないから。
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道
路
や
交
通
の
便
が
よ
い

学
校
や
集
会
施
設
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る

無
回
答

そ
の
他

気
候
が
よ
く
住
み
や
す
い

地
域
に
密
着
し
た
行
事
が
あ
る

文
化
財
が
多
く
芸
術
文
化
水
準
が
高
い

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
が
多
い

保
健
、医
療
、福
祉
の
施
設
が
よ
く
整
備

さ
れ
て
い
る

日
常
の
買
い
物
の
便
が
よ
い

災
害
や
犯
罪
が
少
な
く
安
心
し
て
住
め
る

山
や
川
な
ど
豊
か
な
自
然
が
あ
る

人
情
味
が
深
く
ふ
れ
あ
い
が
あ
る

生
活
環
境（
地
下
水
・ご
み
等
）が
よ
く
清
潔

道
路
や
交
通
の
便
が
よ
い

学
校
や
集
会
施
設
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る

無
回
答

そ
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気
候
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や
す
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地
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密
着
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た
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が
あ
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芸
術
文
化
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準
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高
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働
き
が
い
の
あ
る
職
場
が
多
い

保
健
、医
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、福
祉
の
施
設
が
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く
整
備

さ
れ
て
い
る

日
常
の
買
い
物
の
便
が
よ
い

災
害
や
犯
罪
が
少
な
く
安
心
し
て
住
め
る

山
や
川
な
ど
豊
か
な
自
然
が
あ
る

人
情
味
が
深
く
ふ
れ
あ
い
が
あ
る

生
活
環
境（
地
下
水
・ご
み
等
）が
よ
く
清
潔
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40％

60％

80％

100％

5.2
9.5

38.2

84.1

28.7

9.5

62.7

3.7 3.40.0

10.7 13.5

1.8 0.6

0％

20％

40％

60％

80％

100％

9.1 9.1

72.7

90.9

9.1
18.2

36.4

0.0
9.1

0.0

18.2 18.2

0.0 0.0

全体 n=327

全体 n=11

『市民』　　　　

『移住者』

【大野市の現在のイメージ、良いところ】
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0％

20％

40％

60％

80％

100％

無
回
答

そ
の
他

85.6

26.7

11.6
6.8 5.5

27.4

37.7

0.7

52.1

17.8

3.4 0.7

全体 n=146

自
然
や
景
観
が
豊
か
で
あ
る

人
情
味
が
あ
る

安
全
・
安
心
な
ま
ち

観
光
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
る

歴
史
や
文
化
財
が
豊
か

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
体
験
施
設
が
充
実

食
べ
物
が
お
い
し
い

水
が
き
れ
い

商
業
・
産
業
に
活
気
が
あ
る

楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

『ゆかりのある方』
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0％

20％

40％

60％

80％

100％

38.0

50.7 50.5

23.9

13.2
6.0

23.0

3.6

20.2

9.8
4.0 7.3

3.8
8.9

4.7
11.7

道
路
や
交
通
、情
報
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
っ
た
ま
ち

快
適
な
生
活
環
境
が
充
実
し
た
ま
ち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
犯
罪
や
災
害
に
強
い
ま
ち

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、育
て
る
こ
と
の

で
き
る
ま
ち

高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

障
害
の
あ
る
人
も
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
ま
ち

健
康
づ
く
り
が
盛
ん
で
、医
療
体
制
も
充
実

し
た
ま
ち

商
店
や
企
業
に
元
気
が
あ
る
ま
ち

働
き
が
い
の
あ
る
ま
ち

農
業
や
林
業
が
盛
ん
な
ま
ち

多
く
の
人
が
訪
れ
る
観
光
の
ま
ち

教
育
環
境
が
充
実
し
た
ま
ち

歴
史
や
文
化
が
豊
か
な
ま
ち

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
ま
ち

地
域
の
人
が
元
気
に
活
動
し
、地
域
づ
く
り

が
盛
ん
な
ま
ち

無
回
答
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16.4
8.9

27.4

41.8

21.9
15.1
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8.2

全体 n=146

全体 n=531
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9.1
0.0

63.6

9.1

36.4 36.4

0.0
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9.1

36.4
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9.1
0.00.0

37.6

25.1
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20％

40％
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20％

40％

60％

80％

100％

道
路
、交
通
、情
報
な
ど
の
社
会
基
盤
の
整
備

生
活
環
境
の
維
持
・
向
上

防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
の
支
援
の
充
実

高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
す
た
め
の
支
援
の

充
実

高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
す
た
め
の
支
援
の

充
実

障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
の
充
実

健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充
実

商
工
業
の
振
興

農
林
水
産
業
の
振
興

観
光
の
振
興

教
育
環
境
の
充
実

文
化
の
保
存
、
継
承
や
振
興

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
の
充
実

行
財
政
改
革
の
推
進

無
回
答

道
路
、交
通
、情
報
な
ど
の
社
会
基
盤
の
整
備

生
活
環
境
の
維
持
・
向
上

防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
の
支
援
の
充
実

障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
の
充
実

健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充
実

商
工
業
の
振
興

農
林
水
産
業
の
振
興

観
光
の
振
興

教
育
環
境
の
充
実

文
化
の
保
存
、
継
承
や
振
興

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
の
充
実

行
財
政
改
革
の
推
進

無
回
答

全体 n=327

全体 n=11

鉄
道
・バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
を
使
い
や
す

く
す
る

安
心
し
て
歩
け
る
道
路
を
増
や
す

観
光
客
が
市
民
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や
す

観
光
客
に
対
す
る
お
も
て
な
し
の
向
上

楽
し
く
買
い
物
が
で
き
る
場
所
を
増
や
す

娯
楽
施
設
や
遊
ぶ
場
所
を
増
や
す

気
軽
に
文
化
、芸
術
、芸
能
に
触
れ
る
場
所

を
増
や
す

宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ
る

土
産
品
を
充
実
さ
せ
る

就
職
の
機
会
を
増
や
す

そ
の
他

無
回
答

『市民』　　　　

『移住者』

【今後必要となる取り組み】
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道
路
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交
通
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生
活
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境
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実
し
た
ま
ち

安
心
し
て
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せ
る
犯
罪
や
災
害
に
強
い
ま
ち

安
心
し
て
子
ど
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を
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て
る
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と
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で
き
る
ま
ち

高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
す
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と
の
で
き
る
ま
ち

障
害
の
あ
る
人
も
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き
と
暮
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す
こ
と

の
で
き
る
ま
ち

健
康
づ
く
り
が
盛
ん
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、医
療
体
制
も
充
実

し
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ま
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や
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に
元
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が
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る
ま
ち
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あ
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ち
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業
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光
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環
境
が
充
実
し
た
ま
ち

歴
史
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が
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の
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地
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の
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の
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援
の
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実

行
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政
改
革
の
推
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無
回
答

全体 n=327

全体 n=11

鉄
道
・バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
を
使
い
や
す

く
す
る

安
心
し
て
歩
け
る
道
路
を
増
や
す

観
光
客
が
市
民
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や
す

観
光
客
に
対
す
る
お
も
て
な
し
の
向
上

楽
し
く
買
い
物
が
で
き
る
場
所
を
増
や
す

娯
楽
施
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や
遊
ぶ
場
所
を
増
や
す

気
軽
に
文
化
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術
、芸
能
に
触
れ
る
場
所

を
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や
す

宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ
る

土
産
品
を
充
実
さ
せ
る

就
職
の
機
会
を
増
や
す

そ
の
他

無
回
答

『中高生』

　　問：将来住んでみたいと思うまちはどんなまちですか。（３つまで選択）

『ゆかりのある方』　

　　問：大野市内で改善すべきと思うのはどんなところですか。（３つまで選択）
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自由意見

【子育て】

【健康】

【福祉】

【観光】

【防災・防犯】

【教育】

【医療】

【スポーツ】

【商業】

【雇用環境】

【地下水保全】

【生涯学習、文化、芸術】
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【生活環境】

【生活インフラ】

【公共交通】

【農林業】

【地域づくり】

【行政改革】
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（３）地区別ワークショップの結果概要

　第五次大野市総合計画について、ＳＤＧｓの観点による満足度調査と意見交換を行いまし
た。

実施日と参加人数

令和元年　 地 区
参加者人数

総 数 男 性 女 性 若 者 地 区 外

８/ １ 下 庄 20 15 5 2 1

８/ ２ 大 野 36 29 7 2 1

８/21 乾 側 14 12 2 0 0

８/22 小 山 10 10 0 1 3

８/23 和 泉 26 20 6 6 3

９/ ５ 阪 谷 35 16 19 9 2

９/ ６ 富 田 ・ 五 箇 14 10 4 3 0

９/20 上 庄 38 29 9 2 0

　 計 193 141 52 25 10

ワークショップアンケートでの自由意見
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人が元気

産業が元気

数字=回答数

数字=回答数

77

85

74

112

47

89

60

71

101

69

80

56

79

56

52

63

19

95

43

65

48

34

54

52

71

36

23

8

12

7

9

12

7

9

7

7

7

6

10

３　活力あふれるスポーツ社会の実現

２　豊かな心を育てる文化力の育成

１　結の心あふれる人づくり

５　共に力を合わせるふるさとづくり

４　福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会の開催

６　高齢者の安全安心の確保と社会参加の促進

12　防災・消防基盤の整備

11　災害に強いまちづくりの推進

10　共に支え合う地域福祉の推進

９　保健予防と地域医療の推進

８　子どもと子育て家庭への支援

７　障害のある人への支援

13　犯罪、事故、消費者被害がないまちづくりの推進

0% 　 10% 　 20% 　 30% 　 40% 　 50% 　 60% 　 70% 　 80% 　 90%　100%

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり

110

35

21

57

44

39

31

84

65

16

39

29

29

58

23

11

20

88

102

60

63

73

87

46

63

107

76

90

84

56

89

107

17

14

13

9

18

16

16

15

10

12

6

11

16

8

16

13

23　越前おおの型農業の推進

22　越前おおのブランド戦略の推進

21　雪に強いまちづくり

20　公共交通手段の確保

19　高度情報化の推進

18　快適な住宅の整備

17　快適な生活関連の基盤整備

16　人にやさしい道路環境の創出

15　幹線道路網の整備

14　中部縦貫自動車道の整備促進

24　森林整備の推進と持続可能な林業の振興

29　雇用の確保と働く環境の整備

28　定住の促進

27　地域間交流の推進

26　戦略的な観光の推進

25　中心市街地の活性化

0% 　 10% 　 20% 　 30% 　 40% 　 50% 　 60% 　 70% 　 80% 　 90%　100% 

　第五次大野市総合計画の４つの柱「人が元気」「産業が元気」「自然が元気」「行財政改
革」ごとに、これまでの取り組みに対する満足度について、意見をいただきました。
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自然が元気

行財政改革

自然が元気

75

71

61

67

55

40

40

45

49

62

8

8

11

4

8

30　地下水の保全と湧水文化の再生

31　豊かな自然環境の保全と創出

32　快適な生活環境の保全

33　良好なふるさと景観の形成

34　次世代につなぐ持続可能な社会の形成

11

16

45

23

109

89

73

80

13

9

8

15

35　人口減少対策と地方創生の推進

36　市民総参加・協働型の市政の推進

37　情報化社会に対応した市政の推進

38　健全な行財政の推進

0% 　 10% 　 20% 　 30% 　 40% 　 50% 　 60% 　 70% 　 80% 　 90%　100%

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり

0% 　 10% 　 20% 　 30% 　 40% 　 50% 　 60% 　 70% 　 80% 　 90%　100% 

数字=回答数

数字=回答数
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（４）委員名簿
（大野市総合計画審議会、第六次大野市総合計画策定幹事会）
　令和元年度から２年度にかけ、基本構想と基本計画について議論、審議していただきました。

　大野市総合計画審議会　任期：令和元年６月～令和３年２月　　　　　　　　　敬称略
区 分 氏 名 役職等（委嘱時）

学識経験者
◎ 南保　　勝 福井県立大学教授

三寺　　潤 福井工業大学教授

関係団体役職員

南部　和男 大野市区長連合会副会長
新井　基衛 大野市区長連合会副会長
稲山　幹夫 大野商工会議所会頭
森尾　義治 （一社）大野建設業会会長
板橋　利幸 福井県農業協同組合専務理事
馬場　　功 九頭竜森林組合代表理事組合長
松田 　　一 （一社）大野市医師会会長
田中　宏直 大野市 PTA 連合会会長　※　
中村　昌嗣 大野市 PTA 連合会会長　※　
川田　香菜子 みらい子育てネット大野事務局
金森　閲治 （社福）大野市社会福祉協議会会長　※　
齊藤　康文 （社福）大野市社会福祉協議会会長　※　
山田　　翔 （公社）大野青年会議所専務理事　※　
田嶋　大樹 （公社）大野青年会議所専務理事　※　

〇 石塚　淳子 大野市連合ふわわ女性の会会長
石田　光義 大野市壮年団体連絡協議会会長　※　
松田　佳生 大野市壮年団体連絡協議会会長　※　
山本　鐵夫 大野市老人クラブ連合会会長
羽根田　繁紀 大野市文化協会会長
岩田　繁憲 大野市スポーツ協会会長
新井　俊成 （一社）大野市観光協会会長
山本　里樹 連合福井福井地域協議会副議長　※　
北脇　章雄 連合福井福井地域協議会副議長　※　
杉田　賢造 大野市消防団団長　※
多田　繁男 大野市消防団団長　※

公　　　募

小嶋　秀穂 公募委員
三浦　明子 公募委員
木下　大悟 公募委員
猿谷　春奈 公募委員

　　◎会長　〇副会長　※計画策定期間中に交替があった委員
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　第六次大野市総合計画策定幹事会　任期：令和元年７月～令和３年２月　　　　敬称略
区 分 氏 名 役職等（委嘱時）

関係団体推薦

宮澤　則博 大野市区長連合会副会長
大谷　誠治 大野市区長連合会理事
松田　　勉 大野商工会議所専務理事　※　
飯田　俊市郎 大野商工会議所専務理事　※　
歸山　正信 （一社）大野建設業会参事
高津　豊博 テラル越前農業協同組合指導販売部営農政策課長　※
濱　　郁生 福井県農業協同組合営農指導課主任　※
阪下　雅治 九頭竜森林組合総務課長
松田　　一 （一社）大野市医師会会長
山形　哲郎 大野市 PTA 連合会副会長　※
朝日　智幸 大野市 PTA 連合会副会長　※

◎川田　香菜子 みらい子育てネット大野事務局
巻寄　富美男 （社福）大野市社会福祉協議会事務局長
山田　　翔 （公社）大野青年会議所財政局長　※
田嶋　大樹 （公社）大野青年会議所専務理事　※
石塚　淳子 大野市連合ふわわ女性の会会長
佐々木　正祐 大野市壮年団体連絡協議会事務局長
畑中　正賴 大野市老人クラブ連合会副会長
宮前　敏雄 大野市文化協会事務局長
久保　　光 大野市スポーツ協会副理事長
松嶋　秀明 （一社）大野市観光協会観光ボランティアガイド大野会長
山本　里樹 連合福井福井地域協議会副議長　※
北脇　章雄 連合福井福井地域協議会副議長※　
瀧川　安洋 大野市消防団活性化推進委員会委員長　※
藤田　利博 大野市消防団活性化推進委員会委員長　※
伊藤　修二 大野商工会議所青年部会長
竹内　大策 しもプロ会長
谷　　和子 大野福祉施設連絡協議会（むつみ園副施設長）　※
石田　光義 大野福祉施設連絡協議会（希望園園長）　※
藤森　　勉 大野福祉施設連絡協議会（大野和光園専務理事）
富田　光拓 越前信用金庫三番支店支店長
竹内　由美 大野市教頭会（有終西小学校教頭）　※
下口　真砂代 大野市教頭会（乾側小学校教頭）　※
島田　健一 中野清水を守る会会長　※

公　　　募

〇小嶋　秀穂 公募委員
三浦　明子 公募委員
木下　大悟 公募委員
猿谷　春奈 公募委員

◎幹事長　〇副幹事長　※計画策定期間中に交替や新規委嘱があった委員
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